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北大阪商工会議所

北大阪商工会議所公式LINEアカウントで
経営に役立つ情報、府市からの支援策など
を随時発信！

今月の表紙：株式会社ユニソク今月の表紙：株式会社ユニソク

北大阪商工会議所北大阪商工会議所　公式アプリ開設
公式LINEアカウント開設

LINE

右のQRコードを読み取って
ぜひご登録ください

Androidの方はこちら

iPhoneの方はこちら

北大阪商工会議所公式アプリをスマホに
入れていただくと、補助金等施策情報を
始め、確定申告、源泉徴収、労働保険年度
更新の各時期など経営に必要な情報をリアル
タイムで通知、情報に直接アクセスでき、
経営の羅針盤としてご活用いただけます！
今すぐダウンロードを！

５





Nijiriguchiの躙り口

今回の主人公は、枚方市春日野
にある分析機器の製造・販売を行
う株式会社ユニソクの代表取締役、
宮武　優氏（48）。1974（昭和49）
年の創業以来、ユニークな計測装
置を科学研究分野へ提供し続けて
いる会社だ。現在は、宮武氏が三
代目の社長として舵取り役を担う。
スーパーコンピューターの処理
能力の9000兆倍とも言われ、国
際的な開発競争が進む “量子コン
ピューター” の材料の開発に向け
た基礎研究などに活用される同
社の極低温走査プローブ顕微鏡

（SPM）は、アメリカやヨーロッ
パの大学や研究機関で使われ、世
界トップシェアを誇る。こうした
実績が評価され、2023年度、当
所からの推薦で中小企業研究セン
ター主催の「グッドカンパニー大
賞特別賞」を受賞。次世代に向け
た研究開発に寄与し続けるユニソ
クの強みや今後の展望を伺った。

（続きは11頁）

令和６年５月１日　毎月１日発行　通巻636号
北大阪商工会議所　［枚方市・寝屋川市・交野市］

Contents

● Feature

１  AIが対話する時代・生成AIのゆくえ
 中編

● Locus
４   令和６年度事業計画並びに収支予算を承認 / 北大阪商工会議所合同

部会 講演会開催
５   枚方市工業会 「枚方市との意見交換会」開催 / 寝屋川市工業会 ３月

度例会 「ここまでやるか人づくり・モノづくり」セミナー 開催 / 紙
上名刺広告 募集！

● CCI Information
６   新入会員ご紹介 / 枚方市立地域活性化支援センターからのお知らせ
７   北大阪商工会議所×ディップ株式会社　採用支援サービス
８ 税理士・公認会計士が語る！役に立つ税の豆知識
９   令和６年度 北大阪商工会議所　定期健康診断のご案内

  ● Coverage

11   Nijiriguchi  株式会社ユニソク
代表取締役　宮武　優 氏

   超高真空・極低温の
 走査プローブ顕微鏡で世界トップシェア
 量子コンピューターの材料の基礎研究にも活用

13 North Notes of Historia 
 枚方あれこれ編

● 青年部

15   西岡会長インタビュー　
16 会員募集

● Local Information
17 大阪の成長を支える、「ものづくり」・「即戦力」の人財を育てる！
18  まいぷれ通信

NO.636

TheNORTH



A
I
が
対
話
す
る
時
代
・

　
生
成
A
I
の
ゆ
く
え 
中
編

昨
今C

hat G
PT

を
始
め
と
し
た
「
生
成

A
I
」
が
話
題
と
な
っ
て
久
し
い
。
生
成

A
I
と
は
、
生
成
＝G

enerative

＝
「
生

産
ま
た
は
発
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い

う
意
味
で
「
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
生

成
で
き
る
A
I
」
ま
た
は
「
さ
ま
ざ
ま
な
コ

ン
テ
ン
ツ
を
生
成
す
る
学
習
能
力
が
あ
る

A
I
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
、
国
や
研
究

機
関
か
らG

A
FA

M

、B
A

T
H

を
始
め
と

し
た
世
界
的
大
企
業
に
至
る
ま
で
、
あ
ら
ゆ

る
組
織
で
そ
の
利
権
を
求
め
て
研
究
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
ひ
と
つ
人
々
を
不
安

視
さ
せ
て
い
る
現
象
が
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ

（
技
術
的
特
異
点
）で
あ
る
。
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ

テ
ィ
と
は
1
9
8
0
年
代
か
ら
A
I
研
究
家

の
間
で
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
言
葉
で
、

人
間
と
人
工
知
能
の
臨
界
点
を
指
す
言
葉
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
人
間
の
脳
と
同
レ
ベ
ル
の

A
I
が
誕
生
す
る
そ
の
時
を
表
す
。
人
間
の

脳
を
超
え
た
A
I
は
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
を

起
点
に
加
速
度
的
に
進
化
を
遂
げ
る
と
予
測

さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
精
度
向
上
の
背
景

に
あ
る
の
は
人
知
を
超
え
た
「
学
習
量
」
の

多
さ
に
あ
る
か
ら
だ
。
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン

グ
な
ど
技
術
革
新
な
ど
も
あ
り
、
学
習
デ
ー

タ
量
が
飛
躍
的
に
拡
大
し
、
精
度
向
上
に
貢

献
し
て
い
る
。
そ
し
て
コ
ン
テ
ン
ツ
生
成
の

「
ス
ピ
ー
ド
」
が
速
い
。
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
を
用
い
て
、
条
件
を
入
力
し
、
条
件

に
応
じ
た
文
章
や
画
像
を
出
力
す
る
た
め
の

時
間
が
格
段
に
短
く
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に

は
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

イ
ス
の
進
化
に
よ
っ
て
「
使
い
や
す
さ
」
が

向
上
し
て
い
る
。
誰
で
も
簡
単
に
使
う
こ
と

が
で
き
、
特
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
を
見
な
く

て
も
、
簡
単
に
条
件
を
入
力
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

当
誌
2
0
2
3
年
11
月
号
特
集
「
学
問
の

す
ゝ
め
の
薦
め
」
で
は
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ

を
迎
え
た
後
、
人
間
の
役
割
は
ど
こ
に
求
め

れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、

福
澤
翁
の
言
葉
「
進
ま
ざ
る
者
は
必
ず
退
き
、

退
か
ざ
る
者
は
必
ず
進
む
。
進
ま
ず
退
か
ず

し
て
潴
滞
す
る
者
は
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
の
理

な
り
」
な
ど
を
引
用
し
つ
つ
「
学
問
の
す
ゝ

め
」
の
教
え
が
ひ
と
つ
の
答
え
に
な
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
人
間
力
の
尊
さ
に
つ

い
て
触
れ
た
。
生
成
A
I
の
出
現
を
危
惧
す

る
暇
が
あ
る
の
な
ら
ば
、
我
々
は
益
々
先
人

に
学
び
、
生
成
A
I
も
巧
み
に
取
り
入
れ
て

い
き
な
が
ら
、
常
に
進
化
し
続
け
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
回
は
「
生
成
A
I
」

と
は
何
か
、
現
在
の
活
用
シ
ー
ン
な
ど
に

つ
い
て
触
れ
た
。
今
回
は
中
編
と
し
て
生
成

A
I
で
何
が
で
き
る
の
か
や
ビ
ジ
ネ
ス
で
の

活
用
シ
ー
ン
、
次
回
は
後
編
と
し
て
そ
の
具

体
的
な
仕
様
や
使
い
方
な
ど
に
つ
い
て
触
れ

て
い
き
た
い
。

生
成
A
I
の
将
来
：
創
造
性
と
可
能
性
の
爆
発

重
複
す
る
が
、
生
成
A
I
は
、
近
年
急
速

に
発
展
し
て
い
る
技
術
分
野
で
あ
り
、
私
た

ち
の
生
活
や
社
会
に
大
き
な
変
革
を
も
た
ら

す
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
テ
キ
ス
ト
、
画

像
、
音
声
、
音
楽
な
ど
、
様
々
な
デ
ー
タ
を

生
成
す
る
こ
と
が
で
き
、
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
、

デ
ザ
イ
ン
制
作
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
、

教
育
、
研
究
な
ど
、
様
々
な
分
野
で
既
に
活

用
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
い
ず
れ
創

造
性
と
可
能
性
の
爆
発
を
も
た
ら
す
か
も
し

れ
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
次
に
挙
げ
る
の

は
、
そ
の
潜
在
的
な
影
響
の
例
だ
。

【
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
の
民
主
化
】

生
成
A
I
は
誰
で
も
簡
単
に
高
品
質
な
コ

ン
テ
ン
ツ
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
小

説
、
詩
、
歌
詞
、
コ
ー
ド
な
ど
を
自
動
生
成

す
る
こ
と
で
個
人
の
創
造
性
を
解
放
し
、
新

た
な
表
現
方
法
を
生
み
出
す
可
能
性
を
秘
め

て
い
る
。

【
デ
ザ
イ
ン
制
作
の
効
率
化
】

生
成
A
I
は
ロ
ゴ
、
イ
ラ
ス
ト
、
ア
イ
コ

ン
な
ど
を
自
動
生
成
す
る
こ
と
で
デ
ザ
イ
ン

制
作
の
効
率
化
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

デ
ザ
イ
ナ
ー
は
よ
り
創
造
的
な
作
業
に
集
中

す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
結
果
、
時
間
と
コ

ス
ト
の
削
減
に
繋
が
る
。

【
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
体
験
の
進
化
】

生
成
A
I
は
ゲ
ー
ム
、
音
楽
、
映
像
な
ど

の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
を
よ

り
リ
ア
ル
で
没
入
感
の
あ
る
も
の
に
で
き
る
。

バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
や
拡
張
現
実
と
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
こ
れ
ま
で
に
は
体
験
で

き
な
か
っ
た
よ
う
な
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

体
験
を
提
供
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

【
教
育
の
個
別
化
】

生
成
A
I
は
個
々
の
学
習
者
に
合
わ
せ
た

教
材
を
作
成
す
る
こ
と
で
教
育
を
個
別
化
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
学
習
者
の
理
解
度
や
興

味
関
心
に
合
わ
せ
た
教
材
を
提
供
す
る
こ
と

で
よ
り
効
果
的
な
学
習
を
実
現
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

【
研
究
開
発
の
加
速
】

生
成
A
I
は
新
し
い
材
料
、
薬
剤
、
治
療

法
な
ど
の
開
発
を
加
速
さ
せ
る
可
能
性
を
秘

め
て
い
る
。
膨
大
な
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
こ

と
で
こ
れ
ま
で
見
落
と
し
て
い
た
可
能
性
を

発
見
し
、
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み

出
す
こ
と
が
で
き
る
。

生
成
A
I
が
直
面
す
る
課
題

生
成
A
I
は
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い

る
一
方
で
、
以
下
の
よ
う
な
課
題
も
存
在
す
る
。

【
デ
ー
タ
バ
イ
ア
ス
】

生
成
A
I
は
学
習
デ
ー
タ
に
含
ま
れ
る
バ

イ
ア
ス
を
反
映
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。

偏
っ
た
デ
ー
タ
で
学
習
す
る
と
差
別
的
な
内

容
や
不
正
確
な
情
報
を
生
成
し
て
し
ま
う
リ

ス
ク
。
先
日
もG

oogle

が
提
供
す
る
生
成

A
I
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
トG

em
ini

で
生
成
さ

れ
た
文
章
の
偏
重
に
つ
い
て
誤
っ
た
表
現
で

あ
る
こ
と
を
認
め
る
報
道
が
な
さ
れ
て
い
た
。

【
倫
理
的
な
問
題
】

生
成
A
I
は
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
や
デ
ィ
ー

プ
フ
ェ
イ
ク
な
ど
の
悪
用
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
る
。
倫
理
的
に
問
題
の
あ
る
内
容
を
生
成

し
な
い
よ
う
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
規
制
が
必
要

に
な
る
。

【
人
間
の
仕
事
の
喪
失
】

生
成
A
I
に
よ
っ
て
一
部
の
仕
事
が
自
動

化
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
失
わ
れ
る
仕
事

に
対
し
て
新
た
な
仕
事
を
生
み
出
す
た
め
の

対
策
が
必
要
に
な
る
。

生
成
A
I
の
将
来
展
望

生
成
A
I
は
ま
だ
発
展
途
上
の
技
術
だ
が

今
後
ま
す
ま
す
進
化
し
て
い
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
我
々
の
生
活
や
社
会
を
大
き
く
変

革
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
お
り
、
創
造
性
と

可
能
性
の
爆
発
を
期
待
し
つ
つ
、
デ
ー
タ
バ

イ
ア
ス
や
倫
理
的
な
問
題
な
ど
の
課
題
解
決

に
向
け
た
取
り
組
み
も
積
極
的
に
進
め
、
人

間
と
共
存
し
な
が
ら
社
会
に
貢
献
し
て
い
く

こ
と
が
肝
要
だ
。
生
成
A
I
が
広
く
普
及
す

る
こ
と
で
次
の
よ
う
な
社
会
全
体
に
も
た
ら

さ
れ
る
大
き
な
変
化
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、

生
成
A
I
に
よ
っ
て
、
多
く
の
仕
事
が
自
動

化
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
単
純
作
業
や
定

型
的
な
作
業
は
、
A
I
に
よ
っ
て
代
替
さ
れ

る
だ
ろ
う
。
一
方
、
創
造
性
や
人
間
性
が
必

要
と
さ
れ
る
仕
事
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
。

創
造
性
や
人
間
性
が
必
要
と
さ
れ
る
仕
事
は
、

大
き
く
３
つ
に
分
類
で
き
る
。
１
つ
目
は
芸

術
・
文
化
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
で
例
え

ば
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト（
画
家
、
音
楽
家
、
作

家
な
ど
）、
デ
ザ
イ
ナ
ー（
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ

ザ
イ
ナ
ー
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
な

ど
）、
パ
フ
ォ
ー
マ
ー（
俳
優
、
歌
手
、
ダ
ン

サ
ー
な
ど
）、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
編
集
者
、
ラ
イ

タ
ー
、
脚
本
家
、
作
曲
家
、
ゲ
ー
ム
ク
リ
エ

イ
タ
ー
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
２
つ
目
は
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
で
例
え

ば
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
教
師
、
保
育
士
、
看

護
師
、
介
護
士
、
営
業
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、

人
事
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
顧
客
サ
ー
ビ
ス

な
ど
で
あ
る
。
３
つ
目
は
研
究
・
開
発
で
科

学
者
、
研
究
者
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
医
師
、
薬

剤
師
、
弁
護
士
、
会
計
士
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
起
業
家
な
ど
。
こ
れ
ら
の
仕
事
は
い
ず

れ
も
人
間
特
有
の
創
造
性
や
人
間
性
、
つ
ま

り
、
共
感
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、

問
題
解
決
能
力
、
批
判
的
思
考
能
力
、
創
造

的
思
考
能
力
、
倫
理
観
な
ど
が
重
要
と
な
る
。

具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
は
独
自
の
視
点
や
表
現
力
を
使
っ
て
新
し

い
作
品
を
生
み
出
す
創
造
性
を
、
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
話
を
丁
寧
に
聞
き
、

共
感
し
な
が
ら
問
題
解
決
を
支
援
す
る
人
間

性
、
科
学
者
は
好
奇
心
と
探
求
心
を
持
っ
て

未
知
の
領
域
に
挑
戦
す
る
創
造
性
と
研
究
開

発
能
力
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
。
前
述
の
業
種

で
は
そ
う
い
っ
た
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
容

易
に
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
A
I
と
の
差
別
化
と
い
う

視
点
か
ら
考
え
る
と
、
A
I
は
デ
ー
タ
に
基

づ
い
て
分
析
や
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

創
造
性
や
人
間
性
に
お
い
て
は
人
間
に
及
ば

な
い
。
A
I
が
普
及
す
る
時
代
に
お
い
て
創

造
性
や
人
間
性
を
活
か
し
た
仕
事
は
今
後
ま

す
ま
す
重
要
に
な
る
。

先
ほ
ど
生
成
A
I
は
教
育
シ
ス
テ
ム
を
大

き
く
変
革
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
個
々
の
学

習
者
に
合
わ
せ
た
教
材
を
作
成
す
る
こ
と
で

よ
り
効
果
的
な
学
習
を
実
現
す
る
こ
と
が
出

来
る
と
述
べ
た
が
、
そ
の
結
果
、
A
I
教
師

が
学
習
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
教
師
の

負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
人
と
そ
う
で
な
い
人
と

の
間
で
経
済
格
差
が
拡
大
す
る
可
能
性
に
つ

い
て
も
広
い
意
味
で
教
育
が
関
連
し
て
く
る
。

生
成
A
I
が
普
及
す
る
に
つ
れ
て
、
A
I
を

活
用
で
き
る
企
業
や
人
材
が
有
利
に
な
り
、

取
り
残
さ
れ
る
人
々
が
出
て
く
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
。
そ
の
社
会
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
や

潜
在
的
な
様
々
な
格
差（
人
、
企
業
、
組
織
、

行
政
な
ど
）を
考
慮
す
る
と
生
成
A
I
を
活

用
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が
重
要

と
な
る
。
A
I
の
基
礎
知
識
や
活
用
方
法
を

学
ぶ
機
会
を
提
供
し
、
A
I
時
代
に
対
応
で

き
る
人
材
を
育
成
す
る
必
要
性
を
考
え
る
と
、

近
い
将
来
義
務
教
育
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く

こ
と
も
十
分
に
想
像
で
き
る
だ
ろ
う
。

中
小
企
業
が
生
成
A
I
を
活
用
す
る

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ

以
上
の
よ
う
に
今
後
ま
す
ま
す
目
覚
ま
し

い
発
展
を
遂
げ
、
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
る

生
成
A
I
は
、
大
企
業
だ
け
で
な
く
中
小
企

業
に
と
っ
て
も
業
務
効
率
化
や
新
た
な
価
値

創
造
の
ツ
ー
ル
と
し
て
の
可
能
性
を
秘
め
て

い
る
。
こ
こ
で
実
際
に
生
成
A
I
を
活
用
し

て
成
果
を
上
げ
て
い
る
中
小
企
業
の
ケ
ー
ス

ス
タ
デ
ィ
を
い
く
つ
か
紹
介
し
た
い
。
㈱

ア
イ
ス
タ
イ
ル
は
、
コ
ス
メ
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
通
販
サ
イ
ト
「@

cosm
e

」
を
運
営
す

る
企
業
。
同
社
は
、
顧
客
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
に
自
動
で
回
答
す
る
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
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ト
を
導
入
し
、
顧
客
対
応
の
自
動
化
を
図
っ

た
。
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
は
生
成
A
I
を
活
用

す
る
こ
と
で
自
然
な
文
章
で
顧
客
の
質
問
に

回
答
す
る
こ
と
が
で
き
、
顧
客
満
足
度
向
上

に
貢
献
し
て
い
る
。
皆
様
ご
存
じ
の
ス
ポ
ー

ツ
用
品
メ
ー
カ
ー
㈱
ア
デ
ィ
ダ
ス 

ジ
ャ
パ

ン
は
商
品
開
発
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
生

成
A
I
を
活
用
し
、
シ
ュ
ー
ズ
の
デ
ザ
イ
ン

候
補
を
自
動
生
成
す
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
デ
ザ
イ
ナ
ー
は

よ
り
創
造
的
な
作
業
に
集
中
す
る
こ
と
が
で

き
商
品
開
発
の
効
率
化
を
実
現
し
て
い
る
。

W
e
b
制
作
会
社
の
㈱
L
I
G
は
コ
ン
テ
ン

ツ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
強
化
を
図
る
た
め
、

ブ
ロ
グ
記
事
や
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
ペ
ー
ジ
を
自

動
生
成
す
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、
高
品
質

な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
効
率
的
に
制
作
す
る
こ
と

が
で
き
、
コ
ン
テ
ン
ツ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を

強
化
し
て
い
る
。
I
T
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
企

る
こ
と
で
、
業
務
効
率
化
、
顧
客
満
足
度
向

上
、
新
規
事
業
創
出
な
ど
、
様
々
な
メ
リ
ッ

ト
を
得
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
中
小
企
業

が
生
成
A
I
を
活
用
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

①
明
確
な
目
的
を
設
定
す
る（
生
成
A
I
を

導
入
す
る
前
に
、
ど
の
よ
う
な
目
的
で
活
用

し
た
い
か
を
明
確
に
設
定
す
る
こ
と
が
重

要
）、
②
適
切
な
ツ
ー
ル
を
選
ぶ（
様
々
な
生

成
A
I
ツ
ー
ル
が
提
供
さ
れ
て
お
り
、
自
社

の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
ツ
ー
ル
を
選
ぶ
こ
と
が

重
要
）、
③
デ
ー
タ
の
準
備（
生
成
A
I
は
学

習
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
生
成
を
行
う
た
め
質

の
高
い
デ
ー
タ
を
準
備
す
る
こ
と
が
重
要
）、

④
人
材
育
成（
生
成
A
I
を
効
果
的
に
活
用

す
る
た
め
に
A
I
に
関
す
る
知
識
を
持
つ
人

材
を
育
成
す
る
こ
と
が
重
要
）、
⑤
倫
理
的

な
配
慮（
生
成
A
I
は
倫
理
的
な
問
題
を
引

き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
、
倫
理
的
な
配
慮

を
し
な
が
ら
活
用
す
る
こ
と
が
重
要
）、
以

業
の
㈱
シ
ス
テ
ナ
は
社
内
業
務
の
効
率
化
を

図
る
た
め
、
議
事
録
作
成
や
資
料
作
成
を
自

動
化
す
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
社
員
は
よ

り
付
加
価
値
の
高
い
業
務
に
集
中
す
る
こ
と

が
で
き
、
業
務
効
率
化
を
実
現
し
て
い
る
。

医
療
情
報
サ
イ
ト
「M

ED
LEY

」
を
運
営

す
る
㈱m

ediba

は
新
規
事
業
の
創
出
を
図

る
た
め
、
患
者
向
け
に
病
気
の
説
明
文
を
自

動
生
成
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
し
た
。
こ
の

サ
ー
ビ
ス
は
、
新
た
な
収
益
源
と
し
て
期
待

さ
れ
て
い
る
。
当
誌
４
月
号N

ijiriguchi

で

紹
介
し
た
久
門
紙
器
工
業
㈱
で
は
製
造
工
程

や
配
送
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
自
動
化
を
図
る
た

め
A
I
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
行
い
、
そ
の
シ

ス
テ
ム
の
販
売
も
視
野
に
入
れ
、
今
夏
に
は

シ
ス
テ
ム
が
稼
働
す
る
予
定
だ
。
こ
れ
ら
の

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
は
、
生
成
A
I
が
中
小
企

業
に
と
っ
て
様
々
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
生
成
A
I
を
活
用
す

上
の
５
つ
。
こ
れ
ら
を
ひ
と
つ
ず
つ
押
さ
え

な
が
ら
、
積
極
的
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
で
、

競
争
力
の
強
化
や
事
業
の
成
長
を
早
め
る
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

今
回
は
生
成
A
I
の
様
々
な
可
能
性
や
ど

の
よ
う
に
事
業
の
持
続
可
能
な
発
展
に
寄
与

す
る
便
利
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と

が
な
ん
と
な
く
わ
か
っ
て
い
た
だ
け
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
次
の
課
題
は
、
使
っ
て

み
た
い
！
で
も
ど
の
作
業
に
ど
の
ツ
ー
ル
を

使
え
ば
い
い
か
わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
方
も

多
い
こ
と
か
と
思
う
。
そ
こ
で
次
回
の
後
編

で
は
い
よ
い
よ
代
表
的
な
「
使
え
る
」
ツ
ー

ル
を
ご
紹
介
し
た
い
。
実
は
今
回
の
特
集
は

試
し
に
そ
の
「
使
え
る
」
ツ
ー
ル
を
少
し
活

用
し
て
作
成
し
た
。
そ
の
結
果
、
大
幅
な
時

間
短
縮
に
繋
が
る
こ
と
を
実
感
で
き
た
。
そ

の
体
験
談
も
踏
ま
え
て
出
来
る
だ
け
わ
か
り

や
す
く
ご
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

adidas©

㈱medibaの「症状チェッカーbot」

LIGのクリエイティブなウェブサイト

@COSMEのチャットボット

当所では令和６年３月25日、枚方市立地域活性化支
援センター輝きプラザきらら７階たまゆらイベントホー
ルにて、常議員会並びに通常議員総会（久門哲男会頭）を
開催いたしました。

議件では、
①令和６年度事業計画並びに収支予算（案）について
②令和６年度中小企業相談所専門相談員委嘱（案）について
③令和６年度小規模企業振興委員委嘱（案）について
④  新規会員加入承認についてをそれぞれ審議いただき

各議案ともに満場一致で可決となりました。

続いて報告事項では、
①小規模事業者経営改善資金融資審査会委員委嘱について
②通常議員総会(６月）開催について
③新会館建設特別委員会進捗について
④令和６年度会議日程報告
⑤月間事業報告
⑥その他　についてを報告しました。

当所は今年度
「中小・小規模事業者の新たな事業へのチャレンジを支援」

「  創業支援、事業承継支援、人材採用支援に注力し地
域事業者の成長に貢献」

「  中小・小規模事業者のDX等の推進、脱炭素・GXへ
の取り組みを支援」

「地域社会の発展、地域づくり・まちづくりに貢献」
「  タイムリーで有益な情報発信の強化とITサービスの

活用支援」
を５つの重点項目として役職員一丸となって取り組ん

でまいります。
最後に、次回常議員会を４月15日（月）輝きプラザき

らら７階たまゆらイベントホールにて実施する旨を案内
し、閉会となりました。

令和６年３月15日（金）14：00～16：00　枚方市総
合文化芸術センター　関西医大小ホールにおいて、当所
を構成する７業種の部会の内の５部会と、経営者団体で
ある北大阪工業クラブの主催により標記事業を開催いた
しました。

講師には「がん光免疫療法」の
開発者であり、関西医科大学 特
別教授 光免疫医学研究所 所長・
アメリカ国立衛生研究所（NIH） 
国立がん研究所（NCI） 主任研
究員の小林久隆 先生をお招きし、
ご講演いただきました。
「光免疫療法」は手術療法・化

学療法・放射線療法・免疫療法に
続く「第５のがん治療法」で、オ

バマ元大統領からも称賛された注目の治療法です。
光に反応する薬を投与し、薬ががんに十分集まったと

ころで、がんにレーザー光を当て、がん細胞を死滅させ
ます。

一方で、光免疫療法用の薬がほとんどくっつかない正
常細胞はダメージを受けず、薬自体も細胞にダメージを

与えません。レーザー光も人体に害を及ぼさず、患者に
優しいがん治療法といえます。

2022年にこの光免疫療法を中心に研究する国内初と
なる研究所が、枚方市にある関西医科大学に開設され、
地域が誇る研究機関となっています。

講演では小林先生が、がん撲滅に向けてこれまで行わ
れてきた研究や光免疫療法の仕組み、がんを患う方々へ
の思いをお話いただきました。

講演終了後も、たくさんの方々からのご質問に対し、
丁寧にお答えいただきました。

令和６年度事業計画並びに収支予算を承認令和６年度事業計画並びに収支予算を承認
－常議員会並びに通常議員総会－

北大阪商工会議所合同部会　講演会開催
～「がん光免疫療法」～

主催　サービス業部会・商業部会・工業部会・理財業部会・諸業部会　　北大阪工業クラブ
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５月の専門相談・金融相談日

商工会議所の専門経営相談をご利用下さい専門家専門家ががどんな相談どんな相談にもにも
的確なアドバイス的確なアドバイス
専門家専門家ががどんな相談どんな相談にもにも
的確なアドバイス的確なアドバイス
専門家がどんな相談にも
的確なアドバイス

秘密
厳守

費用
無料! きらら事務所　中小企業相談所　TEL 072（843）5154

枚方市駅前事務所　　 TEL 072（843）5157
寝屋川支所　TEL 072（828）5151
交野支所　　TEL 072（892）6700

お気軽にご利用下さい要予約

注意：枚方市駅前事務所へお越しの際、ビオルネ提携駐車場をご利用されると割引サービスがあります。

相談内容 相　談　日 時　　　間 担当相談員

法 　　 律（於：枚方市駅前事務所） ５月14日（火）・28日（火） 午後２時〜４時 弁　護　士　門 前 武 彦　先生
法 　　 律（於：寝屋川支所） ５月15日（水） 午後２時〜４時 弁　護　士　松 本 　 勉　先生
税務・経理（於：枚方市駅前事務所） ５月８日（水）・22日（水） 午後１時30分〜３時30分 税　理　士　杉 本 隆 志 先生
労 　　 務（於：枚方市駅前事務所） 随　　　時 特定社会保険労務士　植 田 直 美　先生
特許・商標（於：きらら事務所） 随　　　時 弁　理　士　中 川 信 治　先生
金 　 融
〈枚方信用金庫〉（於：きらら事務所） ５月８日（水） 午前10時〜正午 枚方信用金庫

融資相談担当者
金 　 融
〈公庫・国民生活事業〉（於：きらら事務所） 毎週　木曜日 午前11時〜午後３時 日本政策金融公庫　守口支店（国民生活事業）

融資相談担当者
事業承継・M&A
〈枚方信用金庫〉

（於：きらら事務所） 随　　　時 枚方信用金庫
事業承継・Ｍ＆Ａ担当者

▪ 新入会員ご紹介 ▪ 〜ご入会ありがとうございます〜
（入会申込書の情報を基に、ご紹介の了解を得た事業所分のみ掲載しています）　　　　　　　　　　　　　　３月31日受付迄受付順

事業所名 営業内容 所 在 地
片山鍼灸接骨院 鍼灸・接骨・往診施術 寝屋川市明和
綜合警備保障㈱枚方営業所 警備事業・ビルメンテナンス事業・介護事業等 枚方市大垣内町
ZIPエンジニアリング マシニングセンタによる精密加工 寝屋川市新家
㈱小林総合設備 配管工事 枚方市渚西
㈱咲 児童発達支援事業 寝屋川市梅が丘
招福料理　七福神 居酒屋・懐石コース料理・鍋料理 寝屋川市香里南之町
㈱リソグラ WEBマーケティング支援・WEB開発 敦賀市杉津
カラオケチャーミー 飲食業 枚方市養父元町
コジマ工業 ボイラー整備等 大阪市城東区新喜多東
お好み焼き　美豚 カラオケ、酒、定食、一品 寝屋川市黒原旭町
あそびのアトリエひらかたルーム 教育・幼児教育 枚方市池之宮
カフエ アトリエ You 飲料の提供、レンタルスペースとして貸出 寝屋川市池田

事業所名 営業内容 所 在 地
縁㈱ 商社 枚方市尊延寺
喫茶とBAR福猫堂 飲食店・バー 枚方市宮之下町
太陽配送 枚方市伊加賀緑町
㈱Geacs 空調設備業、家庭用・業務用エアコン工事・洗浄・修理・点検 寝屋川市太間東町
K－サービス 乗用車、営業車、トラックの整備業・代行業 交野市藤が尾
ウィズユー 自動車の販売・整備・板金塗装・トータルメンテナンス全般 交野市星田
㈱寛建設 足場一式工事 寝屋川市高柳
中華そば　まえ田 ラーメン 枚方市東船橋
彩～color～ キッチンカーでの移動販売（飲食業） 枚方市長尾元町
㈱アクスト 一般土木工事・推進工事 枚方市田口
Zippor WEB制作・広告制作・WEBマーケティング・WEB更新管理 寝屋川市成田南町

枚方市工業会枚方市工業会
「枚方市との意見交換会」開催「枚方市との意見交換会」開催

令和６年３月13日（水）、枚方市役所第３分館第３・
４集会室において、今回で９回目となる「枚方市との意
見交換会」を開催いたしました。

枚方市工業会からは17名が出席、枚方市からは伏見
市長、清水副市長をはじめ、市駅周辺まち活性化部、観
光にぎわい部等関係各部の部課長様、計17名に出席い
ただき、下記テーマについて活発な意見交換を行いました。

【テーマ】
１．  製造業の操業環境維持と新たな工場立地の可能性

について
２．企業の人材確保に向けた支援について
３．幹線道路の整備と交通渋滞の解消について
４．  まちの玄関口である枚方市駅周辺の再開発の進捗

について
５．その他（自由意見交換）

今後も継続してこのような会を開催し、枚方がより良
い地域になっていくように活動してまいります。

令和６年３月12日（火）、
寝屋川市工業会（皆見会
長）では、ニューコマン
ダーホテルにて、３月度
例会「ここまでやるか
人づくり・モノづくり」
セミナーを開催しまし
た。今回の講演会では、

「人づくり」をテーマに摂南大学の講師としてもご登壇
されていた皆見会長(皆見電子工業㈱ 代表取締役)にご
講演いただきました。皆見会長は大学の授業内で「もの
づくり企業における人づくり」という内容で５Sや会社
での実践事例などを話されており、今回は工業会会員の
皆様や会員企業の従業員様向けにアレンジした内容で、
人づくりについて解説いただきました。

参加者からは、「自社に持ち帰って実践していきたい」
「他社の教育方法が学べる貴重な機会となった」「人づく
りの重要性を学ぶことができた」といった声が挙げられ
ました。

また、講演会終了後には懇親会を開催し、お食事を楽
しみながら、メンバー同士の親睦を深めました。

寝屋川市工業会 ３月度例会寝屋川市工業会 ３月度例会
「ここまでやるか人づくり・モノづくり」セミナー 開催「ここまでやるか人づくり・モノづくり」セミナー 開催

紙上名刺広告　募集！

　北大阪商工会議所報「The NORTH」は、毎月4,000部を発刊し、会員事業所をはじめ管内官公庁、
関係団体、各地商工会議所などに配布し、広くご愛読をいただいております。この度、令和６年７・８
月合併号および令和７年新年号における、紙上名刺広告の募集をさせていただきます。

※すでに掲載をいただいております会員の皆様には、ご確認の校正を郵送させていただきます。
（FAXの場合は、切らずにこのままお送りください。）

北大阪商工会議所報「The NORTH」紙上名刺広告掲載申込書

株
式
会
社 

北
大
阪
商
店 

代
表
取
締
役

北
大
阪

　太郎

〒573-1159
枚
方
市
車
塚
一
丁
目
一
番
一
号

T
E
L 

〇
七
二‒

八
四
三‒

五
一
五
二

F
A
X 

〇
七
二‒

八
四
一‒

〇
一
七
三

〔サンプル・実物大〕

発行部数：約4,000部　　　掲載内容：右のサンプルを
掲載料：２回分　15,000円（消費税含む。年賀挨拶掲載時にご請求致します。）
新規お申し込みの方：以下の申込書に必要事項をご記入いただき、５月15日（水）までに、
　　　　　　　　　　　FAXか郵送もしくはメールにて、お申し込みください。
北大阪商工会議所　総務企画部　総務会員課
〒573-1159 枚方市車塚１丁目１番１号 輝きプラザきらら６階 枚方市立地域活性化支援センター内
TEL 072-843-5151　FAX 072-841-0173　Mail north@kocci.or.jp

暑中年始のご挨拶や貴社のPRにぜひ、紙上名刺交換をご利用ください。

事 業 所 名

役職・代表者名

所 在 地
〒

印

電 話 番 号

F A X 番 号

担 当 者 貴 名

（　　　）

（　　　）
部
・
課

お問い合わせ

・枚方市立地域活性化支援センターからのお知らせ・

日　時：５/17（金）14：00～16：00
会　場：枚方信用金庫くずは支店３階（京阪「樟葉」駅より徒歩２分）
講　師：合同会社多田EC支援事務所代表社員多田優之氏
対　象：起業に関心がある方等
定　員：14人（先着順）
持ち物：参加費1,000円、筆記用具、ChatGPTアプリを入れた

スマホ（又はタブレット）・（あれば）名刺
〔５/１（水）10：00より受付開始〕

テーマ：個人事業主のためのChat GPT活用術 

お茶しながら起業のコツが学べる♪
ひらかたビジネスカフェ

□ChatGPTって良く聞くけれど、何が便利なの？
□Instagramの投稿文章を考えるのが面倒くさい
□ChatGPTを使ってみたけれど、どうも良さがわからないんだが…？
そんな方はぜひビジネスカフェへご参加ください。
個人事業主や小さな会社こそ、ChatGPTを使って業務を効
率化しましょう！
【ChatGPTお勧め活用法】
　・商品の説明文を作る
　・キャッチコピーやチラシの構成を考える
　・ビジネスのアイデア出し・改善
ドリンク付き。

申込はこちら↓

ひらっく(枚方市立地域活性化支援センター)
〒573-1159
枚方市車塚１-１-１輝きプラザきらら６階
WEB：https://www.hirakata-kassei.jp/
F A X：072-851-5384
T E L：050-7105-8080

事業の紹介、起業に役立つ情報等を発信中！

ウェブ ブログ Facebook
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読
者
の
皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
今
月
号
も
先
月
号
に

続
き
消
費
税
関
連
の
話
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
免

税
事
業
者
で
あ
っ
た
方
が
イ
ン
ボ
イ
ス
登
録
を
し
て

納
税
を
し
た
が
、
来
期
は
イ
ン
ボ
イ
ス
登
録
を
取
消

し
て
、
納
税
を
し
た
く
な
い
と
考
え
て
い
る
方
が
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
取
消
し
の
場
合
は
、
取
消
し

の
届
出
書
の
提
出
時
点
か
ら
納
税
義
務
が
免
除
さ
れ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
月
号
で
は
、
取
消
し

の
方
法
や
イ
ン
ボ
イ
ス
登
録
事
業
者
で
な
く
な
る
タ

イ
ミ
ン
グ
、
納
税
と
の
関
係
に
つ
い
て
説
明
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

①
取
消
方
法

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を
取
り
や
め
た
い
場
合
に
は
、

「
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
の
登
録
の
取
消
し
を
求

め
る
旨
の
届
出
書
」（
以
下
、「
イ
ン
ボ
イ
ス
登
録
取

消
届
出
書
」
と
い
う
）を
所
轄
の
税
務
署
長
宛
に
提

出
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

②
効
力
の
発
生
時
期

イ
ン
ボ
イ
ス
登
録
事
業
者
の
取
消
の
効
力
が
発
生

す
る
の
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
登
録
取
消
届
出
書
を
提
出

し
た
日
の
属
す
る
課
税
期
間
の
次
の
課
税
期
間
に
な

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
個
人
事
業
主
の
方
が
令
和
６

年
５
月
30
日
に
イ
ン
ボ
イ
ス
登
録
取
消
届
出
書
を
提

出
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
効
力
は
令
和
７
年
度
１
月

か
ら
と
な
る
た
め
、
令
和
６
年
度
中
は
イ
ン
ボ
イ
ス

登
録
事
業
者
の
ま
ま
と
な
り
、
消
費
税
申
告
を
し
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

③
提
出
期
限

翌
課
税
期
間
の
初
日
か
ら
登
録
を
取
り
消
そ
う
と

す
る
と
き
は
、
翌
課
税
期
間
の
初
日
か
ら
起
算
し
て

15
日
前
の
日
ま
で
に
イ
ン
ボ
イ
ス
登
録
取
消
届
出
書

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
、
同
日
の
翌
日
以
後
の
提

出
の
場
合
に
は
、
翌
々
課
税
期
間
の
初
日
か
ら
の
取

消
し
と
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
令
和
７
年
１
月
１
日
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス

登
録
事
業
者
を
取
り
や
め
た
い
場
合
に
は
、
令
和
６

年
12
月
17
日
ま
で
に
イ
ン
ボ
イ
ス
登
録
取
消
届
出
書

を
提
出
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
令
和
６
年
12
月

18
日
に
提
出
す
る
と
、
取
消
の
効
力
は
令
和
８
年
度

か
ら
と
な
り
、
令
和
７
年
度
は
イ
ン
ボ
イ
ス
登
録
事

業
者
の
ま
ま
と
な
り
、
消
費
税
の
申
告
を
し
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。

④
取
消
後
の
納
税
義
務

そ
も
そ
も
課
税
事
業
者
で
あ
る
場
合（
基
準
期
間

の
課
税
売
上
高
が
１
千
万
円
超
等
）は
、
イ
ン
ボ
イ

ス
登
録
を
取
消
し
て
も
納
税
義
務
は
残
り
ま
す
。
こ

こ
で
は
、
免
税
事
業
者（
基
準
期
間
の
課
税
売
上
高

が
１
千
万
円
以
下
等
）で
あ
る
場
合
の
取
消
後
の
納

税
義
務
を
説
明
し
ま
す
。

⑴  

令
和
５
年
10
月
１
日
を
含
む
課
税
期
間
に
登
録
申

請
に
関
す
る
経
過
措
置
の
適
用
に
よ
り
登
録
し
た

事
業
者

  

　
経
過
措
置
の
適
用
に
よ
り
登
録
し
た
事
業
者
と

は
、
課
税
事
業
者
選
択
届
出
書
を
提
出
せ
ず
、
適

格
請
求
者
発
行
事
業
者
の
登
録
申
請
書
だ
け
を

も
っ
て
イ
ン
ボ
イ
ス
登
録
し
た
事
業
者
で
す
。
令

和
５
年
10
月
１
日
～
令
和
11
年
９
月
30
日
ま
で
の

日
の
属
す
る
課
税
期
間
に
お
い
て
認
め
ら
れ
て
い

る
方
法
で
す
。

  

　
登
録
日
を
含
む
登
録
期
間
の
納
税
義
務
は
生
じ

ま
す
が
、
そ
の
翌
課
税
期
間
か
ら
は
納
税
義
務
は

あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ン
ボ
イ
ス
登
録
事
業
者
の
期
間

と
課
税
事
業
者
の
期
間
は
一
致
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

⑵  

令
和
５
年
10
月
１
日
を
含
む
課
税

期
間
の
翌
課
税
期
間
以
後
に
登
録

申
請
に
関
す
る
経
過
措
置
の
適
用

に
よ
り
登
録
を
し
た
事
業
者

  

　
登
録
日
か
ら
２
年
を
経
過
す
る

日
の
属
す
る
課
税
期
間
の
末
日
ま

で
は
、
基
準
期
間
の
課
税
売
上
高

に
か
か
わ
ら
ず
納
税
義
務
が
免
除

さ
れ
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
免
税
事

業
者
で
あ
る
個
人
事
業
主
が
令
和

６
年
２
月
１
日
に
イ
ン
ボ
イ
ス
登

録
を
行
い
、
令
和
７
年
12
月
17
日

に
イ
ン
ボ
イ
ス
登
録
取
消
届
出
書

を
提
出
し
た
場
合
に
は
、
令
和
８

年
度
か
ら
は
イ
ン
ボ
イ
ス
登
録
事

業
者
で
は
な
く
な
り
ま
す
が
、
登

録
日
か
ら
２
年
を
経
過
す
る
日

（
令
和
８
年
１
月
31
日
）の
属
す
る

課
税
期
間
の
末
日（
令
和
８
年
12

月
31
日
）ま
で
は
納
税
義
務
が
免

除
さ
れ
ず
、
令
和
６
年
度（
２
月

～
12
月
）、
令
和
７
年
度（
１
月
～

12
月
）、
令
和
８
年
度（
１
月
～
12

月
）は
消
費
税
の
納
税
義
務
が
あ
り
ま
す
。
イ
ン

ボ
イ
ス
登
録
事
業
者
の
取
消
を
行
っ
て
も
消
費
税

の
申
告
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
期
間
が
あ
る
の

で
、
留
意
が
必
要
で
す
。

⑶  

登
録
申
請
に
関
す
る
経
過
措
置
を
適
用
せ
ず
登
録

を
し
た
事
業
者

  

　
経
過
措
置
を
適
用
せ
ず
登
録
を
行
っ
て
い
る
場

合
と
は
、
非
常
に
ま
れ
な
場
合
で
、
課
税
事
業
者

選
択
届
出
書
を
提
出
し
て
い
る
場
合
で
す
。
令
和

11
年
９
月
30
日
の
属
す
る
課
税
期
間
よ
り
後
の
課

税
期
間
で
は
、
必
ず
課
税
事
業
者
選
択
届
出
書
を

提
出
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
こ
の
場
合
は
、

課
税
選
択
し
た
課
税
期
間
の
初
日
か
ら
２
年
を
経

過
す
る
日
の
属
す
る
課
税
期
間
の
末
日
ま
で
は
、

基
準
期
間
の
課
税
売
上
高
に
か
か
わ
ら
ず
納
税
義

務
は
免
除
さ
れ
ま
せ
ん
。
イ
ン
ボ
イ
ス
登
録
事
業

者
の
取
消
を
行
っ
て
も
消
費
税
の
申
告
を
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
期
間
が
あ
る
の
で
、
留
意
が
必
要

で
す
。

会計士・税理士岡林哲男税理士・公認会計士が語る！

インボイス登録の取消し

役に立つ税の豆知識

令和５年10月１日～令和11年９月
30日までの日の属する課税期間 左記以後

登録
手続

提出書類 登録申請書 登録申請書
課税事業者選択届出書

提出期限

登録希望日（提出日から15日以
後の登録を受ける日として希望
する日）を記載して提出

課税期間の初日から起算して15
日前の日
課税事業者選択届出書は課税期
間の初日の前日

取消
手続

提出書類 登録の取消しを求める旨の届出書（登録通知日より前は取下書）

提出期限 取り消したい課税期間の初日から起算して15日前の日

取消後の
納税義務

登録日から２年経過日の属する
課税期間の末日までは納税義務
あり
※令和５年10月１日を含む課税期
間に登録した事業者については、そ
の登録日を含む課税期間の納税義務
は生じるが、その翌課税期間からは
基準期間の課税売上高が１千万円以
下である場合などは納税義務なし。

課税選択した課税期間の初日か
ら２年経過日の属する課税期間
の初日以後は、課税選択不適用
届出書を提出することができ、
この場合、当該届出書の提出日
の属する課税期間の翌課税期間
以後は、納税義務なし。

【免税事業者のインボイス発行事業者への登録・取消】
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検査項目・料金（消費税10％込） 検　査　内　容

① 胃部Ｘ線　バリウム検査
（デジタル撮影） 6,600円 胃・食道に病変がないか調べる為、造影剤(バリウム)を飲んで映し出す検査です。前日夜より

絶食になります。前日の夜10時以降は飲食物、たばこ等何も口にしないようお願いします。

② 大腸がん検査（便潜血反応検査） 2,772円 自宅で２日間にわたり採便をして頂き、免疫学的便潜血反応を調べます。医療機関より採
便キットを送りますので、採便した容器を健診日にご持参ください。

血
　
液
　
検
　
査

③ 腫瘍マーカー 基本セット
（CA19-9,CEA,AFP） 6,600円

がん細胞からたくさん作られる特殊な蛋白、酵素を血液検査で測定します。がんの早期発見
に繋げる血液検査です。(あくまで確定ではなく、スクリーニング検査として活用ください。)

【オプション検査③に加え、④PSA or ⑤CA125を申込みされる場合、8,382円にて受診頂けます。】

④ 前立腺がん検査
（PSA） 2,640円 前立腺の上皮細胞と尿道周囲の線から特異的に作られ分泌される糖タンパクの一種を前立腺特

異抗体といいます。前立腺にがんができると、PSAの分泌量が正常値の２倍以上に増加します。

⑤
卵巣がん

子宮がん検査
（CA125）

2,750円
卵巣がんは症状が現れにくく早期発見が困難ですが、CA125を調べると早期から高い確
率で陽性になります。また、がんの進行とともに陽性率、測定値とも上昇する為、治療効
果の判定や再発予測の手段としても重要です。ただし卵巣がん以外のがんでも上昇するの
で、他の検査と合わせて総合的に判断します。

⑥ 肺がん検査（CYFRA｟シフラ｠） 3,630円 肺がんは日本人のがんの中で死亡率１位です。シフラは肺がんのうち、扁平上皮がんで高
値を示す特徴がある腫瘍マーカーです。

⑦ 胃がん検査 （ペプシノーゲン） 3,850円 早期胃がんの発生頻度が高くなる、胃の委縮状態を血液検査から調べる検査です。

⑧ ヘリコバクター・ピロリ菌検査 3,300円 胃・十二指腸潰傷や胃がんと関連が深いといわれるヘリコバクター・ピロリ菌の感染の有
無を調べます。

⑨ 胃がんリスク層別化検査
ABC分類 5,500円

ペプシノーゲン検査とヘリコバクター・ピロリ菌検査を組み合わせることにより、胃の健
康度を調べることができます。

【オプション検査⑦+⑧＝⑨ABC検査となります】

⑩  LOX-index検査 14,498円
血液中に隠れている動脈硬化を引き起こす原因物質の量を調べます。値が高い方は脳梗
塞、心筋梗塞の発症率が高くなることがわかっています。画像検査では、動脈硬化が進行
しないと脳梗塞を見つけられませんが、この検査では動脈硬化が進行する前の段階で脳梗
塞のリスクを調べることができます。

⑪  HbA1c検査 550円 過去１～２か月間の平均的血糖値を反映しており、糖尿病の診断や治療に用います。

⑫ View39アレルギー検査 14,300円 39種類のアレルゲン（アレルギーを引き起こす原因物質）を一度に調べることができる検
査です。アレルゲンごとに産生されるIgE抗体の量を調べます。

■ オプション検査

労働者の健康について定められております労働安全
衛生法では、常時勤務する労働者(パートタイマー含
む)については、１年に１度、定期健康診断を実施す
ることが事業主に義務付けられています。
自覚症状が現れにくい、そんな病気は少なくあり
ません。だからこそ、定期的な健診で健康状態を
チェックしましょう。

35歳及び40歳以上の方や新たに雇い入れた方は上記「定期健康診断（A）」の検査が義務付けられています。
労働安全衛生規則第44条２項の規定により、40歳未満（35歳を除く）の方は、医師（産業医等）の判断により下記「定期健康診断（B）」の検査に省
略してもよい場合があります。しかし、実施医療機関では血液検査、心電図検査を行う定期健康診断（Ａ）を受診して頂くことを推奨しています。

< 定期健康診断（B）…医師診察/身体計測/尿検査/聴力検査/呼吸器系検査（※循環器系検査と血液検査なし）　料金 2,640円（消費税10％込） >

※定期健康診断（Ｂ）を受診ご希望の場合は、必ず事前に産業医又はかかりつけ医にご相談の上でお申込みください。

会員の
みなさまへ

料金（消費税10％込） 検 査 項 目 検　査　内　容

定期健康診断
（A）

7,370円

医 師 診 察 聴打診（問診含む）
身 体 計 測 身長・体重・ＢＭＩ・視力検査（裸眼・矯正）・血圧測定
尿 検 査 蛋白・糖
聴 力 検 査 オージオ（1000Hz・4000Hz）
呼 吸 器 系 検 査 胸部X線直接撮影（正面）
循 環 器 系 検 査 心電図（安静12誘導）(腹囲含む)

血 液 検 査 血液学検査…赤血球数・ヘモグロビン　　肝機能検査…AST（GOT）・ALT（GPT）・γｰGTP
脂質検査…HDLコレステロール・LDLコレステロール　　中性脂肪糖尿病検査…血糖

■ 定期健康診断

<混雑防止・感染症対策のためご協力お願いします>
◇   集合健診は各日定員制とさせていただきます。定員に達した場

合、またお申込人数が多く重なる時間帯がある場合は、受診日
や時間の変更をお願いする場合がございます。

◇   感染症の流行状況によって、会場でマスクの着用・手指の消
毒・検温のご協力をお願いする場合がございます。

◇   自宅を出る前に検温いただき、37.5度以上ある場合は受診を控
えてください。

◇   感染拡大などの状況によっては急遽中止・延期させていただく
場合がございます。

北大阪商工会議所　定期健康診断のご案内
令和６年度

  検査・料金一覧

■ 特殊健康診断
検　査　項　目 料金（消費税10％込） 検　査　項　目 料金（消費税10％込）

じ ん 肺 健 康 診 断 3,465円 有機溶剤健康診断 トルエン 5,775円特定化学物質 アーク溶接作業 3,003円 キシレン
その他、有機溶剤健康診断・特定化学物質健康診断の料金・項目については実施医療機関にお問い合わせください。

◇ 結果の内容についてのご質問は、下記医療機関にお問い合わせください。

  結果のお知らせとご請求・お支払について

結果・請求書 健康診断受診後、３～４週間後に医療機関から結果と請求書が届きます。

お支払 振込手数料をご負担頂き、請求書到着より１か月以内にお振込みください。

◇申込後、日時や申込内容に変更がある場合は、ご連絡お願いします。
◇枚方・交野地区⇔寝屋川地区間での変更がある場合、健診実施医療機関が異なりますので、会場にて新しく受診票をご記入ください。

  お申込方法と受診票について

お申込方法
北大阪商工会議所ホームページから申込書をダウンロードして必要事項を
記入の上、北大阪商工会議所までFAXまたはメールでお送りください。
FAX： 072-841-0173 または  MAIL：shinkou＠kocci.or.jpまで

受診票 受診日の約１週間前までに、医療機関から受診票が郵送で届きます。

  集合健診 《各会場にて実施》 

■ 枚 方 地 区

※無料駐車場（中央図書館と共用で132台）あり。混み合うことがございますので公共交通機関のご利用もご検討ください。

枚方市立地域活性化支援センター（ひらっく） たまゆらイベントホール （枚方市車塚１-１-１ 輝きプラザきらら７階）

５月28日（火）
胃部なし 受付時間 

9：１０～１１：４５ 
※７/18に胃部X線検査を受診される方は
　11：30までに受付を済ませてください

定員
各日 90名

申込期日
各実施日の

２週間前まで

６月６日（木）
６月25日（火）
７月18日（木） 胃部あり
７月24日（水） 胃部なし

オプション検査の胃部Ｘ線検査は７/18のみ実施します。ご希望の方は７/18でお申込ください。

■ 寝屋川地区 寝屋川・交野地区にて胃部Ｘ線検査は実施しません。ご希望の方は枚方地区７/18でお申込ください。
寝屋川市立市民体育館 (寝屋川市下木田町16-16)

７月９日（火） 胃部なし 受付時間  ９：10～12：30 定員  100名 申込期日  ５月10日（金）
※寝屋川市立市民体育館の駐車場は有料です。（１時間100円・最大24時間800円）
■ 交 野 地 区 寝屋川・交野地区にて胃部Ｘ線検査は実施しません。ご希望の方は枚方地区7/18でお申込ください。

 星田会館２階 第４会議室 (交野市星田３-４-３)

７月30日（火） 胃部なし 受付時間  ９：10～11：45 定員  90名 申込期日  ７月16日（火）
※駐車場位置をお間違いのないようお願いします。保育園駐車場を入って左奥「図書館臨時駐車場」（無料）をご利用ください。

各日定員制とさせていただきます。受診人数の把握・調整のため、申込書には必ず受診希望日・時間をご記入
ください。申込状況によって受診日・時間の変更をお願いする場合がございます。

  出張健診 《受診者数30名様以上で事業所へ訪問》 健診車の駐車スペース及び健診スペース10坪程度の確保をお願いします。会員様
の出張費は無料です。

実　　施
医療機関

枚方・交野地区　（医）崇孝会　北摂クリニック　　（TEL）072-633-3313 （FAX）072-635-5773
寝 屋 川 地 区　（医）恵生会　恵生会病院 健診部　（TEL）072-982-5501 （FAX）072-982-5502

健康診断は健康の維持、疾患の予防・早期発見に役立てるものです。
もし結果で異常が見つかった場合、日常生活において体調不良を感じる場合は、精密検査を受けることをお勧めします。

(TEL) 072-843-5151／(FAX) 072-841-0173／(MAIL) shinkou@kocci.or.jp
〒573-1159 枚方市車塚1-1-1 輝きプラザきらら 6 階 北大阪商工会議所 定期健康診断係
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が
、
利

用
者
が
来
社
し
て
有
償
で
好
き
に
使
う
と
い

う
も
の
だ
。
得
ら
れ
た
成
果
を
基
に
研
究
を

進
め
、
製
品
購
入
の
予
算
獲
得
に
つ
な
が
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
有
名
科
学
誌
へ
の
論

文
投
稿
の
成
果
に
つ
な
が
る
測
定
結
果
も
出

て
き
て
お
り
、
利
用
者
か
ら
も
好
評
だ
。
今

年
か
ら
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
S
P
M
製
品
に

対
し
て
も
開
始
し
た
。
先
ほ
ど
紹
介
し
た
量

子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
材
料
開
発
に
使
わ
れ

る
「
40
m
K
超
高
真
空
強
磁
場
S
P
M
」
は

１
台
の
価
格
は
約
１
億
６
千
万
円
。「
我
々

の
極
低
温
S
P
M
装
置
は
国
内
で
は
高
く
て

買
っ
て
い
た
だ
け
な
い
。
液
体
ヘ
リ
ウ
ム
を

使
っ
て
実
験
を
行
う
が
、
そ
の
コ
ス
ト
だ
け

で
も
１
週
間
で
1
0
0
万
円
く
ら
い
か
か

る
。
購
入
す
る
こ
と
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の

で
、
装
置
を
弊
社
に
お
い
て
測
定
環
境
を
提

供
す
る
こ
と
で
研
究
者
の
方
々
が
ま
ず
研
究

を
ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
話

す
。
レ
ン
タ
ル
費
用
は
１
日
９
万
円
か
ら
20

万
円
程
度
を
想
定
。「
こ
れ
ま
で
S
P
M
装

置
を
使
っ
て
こ
な
か
っ
た
研
究
分
野
の
方
に

使
っ
て
い
た
だ
い
て
、
各
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
抱

え
て
お
ら
れ
る
課
題
解
決
の
一
つ
の
手
法
と

し
て
選
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
」
と
い
う
。

最
新
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
測
定
装
置
の
一
例

と
し
て
は
、
高
速
分
光
の
技
術
と
S
P
M
の

技
術
を
組
み
合
わ
せ
た
製
品
が
あ
る
。
物
質

に
光
を
照
射
し
て
か
ら
1
0
0
億
分
の
１
秒

後
に
物
質
の
中
の
電
子
に
起
き
る
現
象
を
ナ

ノ
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
で
観
察
す
る
装
置
で
、

科
学
技
術
振
興
機
構
と
筑
波
大
学
重
川
研

究
室
の
協
力
の
も
と
2
0
2
3
年
に
製
品

化
し
た
。

当
商
工
会
議
所
で
は
、
中
小
企
業
を
対
象

に
G
X（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）支
援
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、

同
社
の
装
置
が
次
世
代
型
の
太
陽
電
池
と
し

て
注
目
を
集
め
る
「
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽

電
池
」
に
も
活
用
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
そ

う
だ
。
宮
武
氏
は
、「
電
池
材
料
、
太
陽
光

発
電
の
材
料
を
扱
っ
て
い
る
方
に
は
、
ま
だ

弊
社
の
S
P
M
装
置
の
こ
と
は
、
ほ
ぼ
知
ら

れ
て
い
な
い
が
、
光
と
S
T
M
を
組
み
合
わ

せ
た
装
置
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
、
太
陽
光

発
電
の
分
野
に
使
え
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
考

え
て
い
て
、
力
を
入
れ
て
売
っ
て
い
き
た

い
」
と
意
気
込
む
。
注
目
が
集
ま
る
分
野
で

も
あ
り
、
当
所
と
し
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

を
し
て
い
き
た
い
。

最
後
に
、
宮
武
氏
は
、「
弊
社
が
こ
れ
ま

で
続
け
て
き
た
、
お
客
さ
ま
の
声
を
し
っ
か

り
聞
い
て
、
我
々
の
持
っ
て
い
る
技
術
で
提

案
す
る
。
こ
の
形
を
大
切
に
し
て
、
大
き
な

た
く
さ
ん
売
れ
る
製
品
で
は
な
く
て
、
小
回

り
の
き
く
分
析
機
器
を
作
り
続
け
た
い
」
と

創
業
時
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
同
社
の
変

わ
ら
ぬ
決
意
を
語
っ
て
く
れ
た
。

ユ
ニ
ソ
ク
は
、
今
後
、
ま
す
ま
す
次
世
代

の
科
学
技
術
の
発
展
に
寄
与
し
て
く
れ
る
こ

と
だ
ろ
う
。

今
回
の
主
人
公
は
、
枚
方
市
春
日
野
に
あ

る
分
析
機
器
の
製
造
・
販
売
を
行
う
株
式
会

社
ユ
ニ
ソ
ク
の
代
表
取
締
役
、
宮
武 

優
氏

（
48
）。
1
9
7
4（
昭
和
49
）年
の
創
業
以
来
、

ユ
ニ
ー
ク
な
計
測
装
置
を
科
学
研
究
分
野
へ

提
供
し
続
け
て
い
る
会
社
だ
。
現
在
は
、
宮

武
氏
が
三
代
目
の
社
長
と
し
て
舵
取
り
役
を

担
う
。

光
を
使
っ
た
分
光
装
置
の
製
造
販
売
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、
畑
違
い
の
走
査
ト
ン
ネ
ル
顕

微
鏡（
S
T
M
）の
製
造
に
挑
戦
し
国
内
で
初

め
て
製
品
化
し
た
の
が
同
社
だ
そ
う
だ
。
そ

の
後
、
さ
ら
な
る
製
品
開
発
に
よ
り
、
超
高

真
空
、
極
低
温
の
環
境
下
で
、
試
料
の
構
造

や
性
質
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
S
T
M

に
代
表
さ
れ
る
同
社
の
走
査
プ
ロ
ー
ブ
顕
微

鏡（
S
P
M
）は
、
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
大
学
や
研
究
機
関
で
使
わ
れ
、
世
界

ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇
る
主
力
製
品
と
な
っ
た
。

ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
処
理
能
力
の

9
0
0
0
兆
倍
と
も
言
わ
れ
、
国
際
的
な
開

発
競
争
が
進
む
“
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
”

の
材
料
の
開
発
に
向
け
た
基
礎
研
究
に
活
用

さ
れ
て
い
る
の
だ
。
現
在
、
年
商
は
25
億
円

（
2
0
2
3
年
６
月
期
）、
そ
の
う
ち
S
P
M

の
輸
出
が
７
割
を
占
め
る
。
最
新
の
研
究
で

求
め
ら
れ
る
仕
様
や
機
能
に
関
す
る
研
究
者

か
ら
の
ニ
ー
ズ
を
も
と
に
次
々
と
製
品
開
発

を
進
め
、
ス
ピ
ー
ド
感
が
高
ま
る
こ
と
で
さ

ら
な
る
受
注
に
つ
な
が
る
と
い
う
好
循
環
が

生
ま
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
極
低
温
S
P
M

の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
の
実
績
に
加
え
、
創
業

当
初
か
ら
続
く
分
光
測
定
装
置
の
製
品
開
発

な
ど
が
評
価
さ
れ
、
2
0
2
3
年
度
、
当
所

か
ら
の
推
薦
で
中
小
企
業
研
究
セ
ン
タ
ー
主

催
の
「
グ
ッ
ド
カ
ン
パ
ニ
ー
大
賞
特
別
賞
」

を
受
賞
。
国
内
外
で
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

さ
ら
に
は
、
S
P
M
の
国
内
向
け
の
市
場

開
拓
を
念
頭
に
、
分
光
測
定
製
品
で
は
す
で

に
実
績
を
あ
げ
て
い
た
「
来
社
実
験
サ
ー
ビ

ス
」
を
極
低
温
S
P
M
に
つ
い
て
も
開
始
。

日
額
の
費
用
を
払
え
ば
、
同
社
に
設
置
さ
れ

た
装
置
を
使
っ
て
研
究
が
で
き
る
新
た
な
仕

組
み
だ
。
宮
武
氏
は
、「
収
益
性
は
二
の
次

に
し
て
、
こ
れ
ま
で
S
P
M
を
使
っ
て
こ
な

か
っ
た
研
究
分
野
の
方
に
使
っ
て
い
た
だ
き
、

新
た
な
研
究
開
発
の
可
能
性
に
繋
げ
た
い
。

触
媒
や
電
池
材
料
な
ど
、
ま
だ
我
々
が
入
り

込
め
て
い
な
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
課
題
解
決
に

も
当
社
の
装
置
を
活
用
し
て
も
ら
え
る
の
で

は
な
い
か
と
期
待
を
込
め
て
い
る
」
と
意
気

込
む
。

次
世
代
に
向
け
た
研
究
開
発
に
寄
与
し
続

け
る
ユ
ニ
ソ
ク
の
強
み
や
今
後
の
展
望
を

伺
っ
た
。

創
業
の
思
い
は
、

“
ユ
ニ
ー
ク
な
測
定
器
を
提
供
し
た
い
”

ま
ず
は
、
株
式
会
社
ユ
ニ
ソ
ク
の
歩
み
を

ご
紹
介
し
た
い
。
先
述
の
通
り
、
創
業
は

1
9
7
4（
昭
和
49
）年
。
分
析
機
器
の
会
社

に
勤
め
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
だ
っ
た
故
・
長
村
俊

彦
氏
が
、
培
っ
た
技
術
を
生
か
そ
う
と
自
宅

の
近
く
で
会
社
を
立
ち
上
げ
た
の
が
始
ま

り
だ
。
創
業
の
思
い
は
、「
ユ
ニ
ー
ク
な
測

定
器
を
世
の
中
に
提
供
し
て
い
く
」。
社
名

の
「
ユ
ニ
ソ
ク
」
に
も
、
そ
の
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
る
。
同
社
の
製
品
を
求
め
る
の
は
、

主
に
大
学
や
研
究
機
関
の
研
究
者
だ
。
研
究

者
の
探
究
心
に
応
え
る
計
測
を
提
供
し
、
科

学
技
術
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
き
た
。
創
業
当
初
は
光
計
測
分
野
の
一
つ

で
あ
る
分
光
製
品
に
注
力
し
、「
も
の
す
ご

く
速
い
時
間
の
中
で
物
質
が
ど
う
変
化
す
る

の
か
知
り
た
い
」
と
い
っ
た
研
究
者
の
声
を

受
け
て
、
２
つ
の
溶
液
に
よ
る
高
速
混
合
反

応
を
、
光
を
使
っ
て
計
測
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル

な
装
置
な
ど
を
製
品
化
し
た
。

創
業
か
ら
10
年
足
ら
ず
の
頃
、
ア
メ
リ
カ

の
I
B
M
が
S
T
M
を
開
発
す
る
と
、
研
究

者
か
ら
「
長
村
さ
ん
の
と
こ
ろ
で
作
れ
な
い

か
」
と
い
う
依
頼
を
受
け
、
1
9
8
6（
昭

和
61
）年
に
大
気
中
で
使
用
す
る
S
T
M
の

製
品
化
に
成
功
。
宮
武
氏
は
「
は
っ
き
り
と

し
た
確
証
は
取
れ
て
い
な
い
が
、
当
時
、
国

内
で
初
め
て
S
T
M
の
製
品
化
に
成
功
し
た

と
聞
い
て
い
る
」
と
話
す
。
こ
の
顕
微
鏡
は
、

「
物
の
表
面
を
指
で
な
ぞ
っ
て
い
く
と
大
体

形
が
わ
か
る
。
こ
れ
を
も
っ
と
小
さ
な
世
界

に
落
と
し
込
ん
で
、
金
属
の
針
で
見
た
い
も

の
を
な
ぞ
っ
て
い
く
と
、
小
さ
な
電
流
が
流

れ
る
。
小
さ
な
電
流
の
強
弱
を
使
っ
て
ど
ん

な
形
に
な
っ
て
い
る
の
か
が
、
原
子
一
個
一

個
の
レ
ベ
ル
で
見
え
る
。
目
で
は
全
く
見
え

な
い
よ
う
な
世
界
を
覗
く
こ
と
が
で
き
る
も

の
だ
」
と
そ
の
特
徴
を
解
説
す
る
。

そ
の
後
も
、
研
究
者
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え

な
が
ら
、「
超
高
真
空
」、「
極
低
温
」
と
い

う
特
殊
な
環
境
下
で
動
く
S
P
M
の
技
術
を

高
め
て
い
き
、
主
力
製
品
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
顕
微
鏡
の
用
途
と
し
て
は
、
開

発
後
、
約
20
年
間
は
、
国
内
で
活
発
だ
っ

た
半
導
体
に
使
わ
れ
て
い
た
が
、
近
年
は
、

“
量
子
”
の
研
究
に
使
わ
れ
て
い
る
そ
う

だ
。
宮
武
氏
は
、「
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

超
高
真
空
・
極
低
温
の

走
査
プ
ロ
ー
ブ
顕
微
鏡
で
世
界
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア

量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
材
料
の
基
礎
研
究
に
も
活
用
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◇
蓮
如
、
出
口
に
来
る

真
宗
中
興
の
祖
、
蓮
如
上
人（
以
下
、「
蓮

如
」。
本
願
寺
八
世　
1
4
1
5
～
９
９
）は

越
前
吉
崎
を
で
た
あ
と
河
内
茨
田
郡
の
出
口

に
至
り
、
光
善
寺
を
開
基
し
た
。
こ
こ
を
拠

点
に
教
義
を
正
す
こ
と
や
門
徒
の
再
組
織
化

に
奔
走
し
た
。

出
口
は
も
と
中
振
村
の
出
郷
で
小
さ
な
集

落
で
あ
っ
た
。
現
在
の
枚
方
市
で
は
西
端
に

あ
た
る
。
高
度
経
済
成
長
期
に
住
宅
が
建
て

込
む
前
は
ず
っ
と
田
が
広
が
る
の
ど
か
な
農

村
で
あ
っ
た
。
現
在
は
堤
防
際
ま
で
住
宅
が

建
ち
並
び
、
堤
防
か
ら
光
善
寺
の
屋
根
が
わ

ず
か
に
見
え
る
程
度
で
あ
る
。
住
宅
地
が
広

が
る
ま
で
は
田
の
中
の
古
い
集
落
に
大
き
な

屋
根
が
黒
く
光
り
、
ひ
と
き
わ
目
立
つ
存
在

で
あ
っ
た
。
由
緒
深
き
昔
な
が
ら
の
立
派
な

寺
で
あ
る
。
近
世
半
ば
か
ら
真
宗
大
谷
派

（
東
本
願
寺
系　
出
口
２
丁
目
）に
属
し
て
い

る
。
周
り
の
集
落
の
中
に
蓮
如
が
辻
説
法
を

し
た
と
い
う
蓮
如
御
田
地
が
あ
り
「
腰
掛

石
」
な
る
も
の
が
大
切
に
残
さ
れ
て
い
る
。

（
写
真
①
、
蓮
如
の
腰
掛
石　
出
口
５
丁
目
）

光
善
寺
の
寺
名
が
京
阪
電
車
の
最
寄
り
の

駅
名
で
あ
る
。
京
阪
電
鉄
開
業
の
明
治
43
年

（
1
９
1
0
）12
月
、
参
拝
者
が
多
く
て
、
中

間
で
臨
時
停
車
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
駅

間
に
急
遽
新
駅
を
設
置
し
た
そ
う
で
あ
る
。

（
写
真
②
、
風
格
あ
る
光
善
寺
の
正
面
）

出
口
は
今
日
、
淀
川
に
巨
大
な
堤
防
が
で

き
洪
水
の
恐
れ
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
蓮
如

が
や
っ
て
き
た
頃
は
堤
も
な
く
、
低
地
で
葦

の
茂
る
よ
う
な
湿
地
だ
っ
た
よ
う
だ
。
山
号

が
「
淵
埋
山
」
と
い
う
の
は
淵
を
埋
め
立
て

建
立
し
た
か
ら
と
い
う
。
蓮
如
は
な
ぜ
雨
が

降
れ
ば
す
ぐ
出
水
し
、
常
に
洪
水
の
リ
ス
ク

に
さ
ら
さ
れ
る
低
地
を
選
ん
だ
の
か
不
思
議

に
思
え
る
。
当
時
61
歳
と
い
う
高
齢
で
、
一

刻
も
早
く
教
団
の
整
備
を
図
る
こ
と
と
し
、

舟
運
の
拠
点
と
な
る
河
津
と
な
る
地
を
必
要

と
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

◇
賑
や
か
な
寺
内
町

蓮
如
が
出
口
に
や
っ
て
き
た
文
明
７
年

（
1
4
7
5
）は
京
都
で
勃
発
し
た
「
応
仁
の

乱（
1
4
6
7
～
7
7
）」
の
真
っ
た
だ
中

だ
っ
た
。
弟
子
の
光
善
が
葦
原
を
埋
め
、
草

坊
を
用
意
す
る
。
蓮
如
は
ま
ず
洪
水
対
策
を

万
全
に
し
、
あ
わ
せ
て
戦
乱
の
中
、
防
御
を

意
識
し
た
町
づ
く
り
を
進
め
た
と
考
え
ら
れ

る
。
核
と
な
る
寺
を
北
西
に
置
き
、
東
と
南

に
町
が
広
が
り
、
東
ノ
町
、
中
ノ
町
、
北
ノ

町
、
西
ノ
町
が
あ
り
、
町
の
南
は
地
下
と
呼

ん
だ
。
当
初
は
９
軒
し
か
な
か
っ
た
出
口
だ

が
淀
川
舟
運
の
津
と
な
り
、
賑
や
か
な
寺
内

町
と
し
て
発
展
す
る
。

◇
出
口
寺
内
町
に
も
囲
郭
が
あ
っ
た
？

こ
れ
ま
で
光
善
寺
を
中
心
と
す
る
出
口
寺

内
町
に
は
、
堀
や
土
塁
が
み
ら
れ
ず
明
確
な

防
御
施
設
が
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
囲
郭

の
無
い
寺
内
町
の
代
表
と
み
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
元
枚
方
市
市
史
資
料
専
門
員
、
馬

部
隆
弘
氏（
現
在
、
中
京
大
学
教
授
）は
市
史

年
報
第
13
号
「
享
保
期
の
新
田
開
発
と
出
口

寺
内
町
」
で
、
出
口
寺
内
町
も
防
御
の
た
め

の
囲
郭
を
備
え
、
淀
川
の
洪
水
防
御
の
堤
を

兼
ね
た
も
の
で
あ
っ
た
と
説
き
、
ま
た
、
そ

の
堤
が
後
に
秀
吉
の
文
禄
堤
の
一
部
と
し
て

活
用
さ
れ
、
初
期
の
京
街
道
に
な
っ
た
と
も

指
摘
し
て
い
る
。
囲
郭
の
遺
構
が
消
滅
し
た

の
は
、
近
世
出
口
村
の
新
田
開
発
で
、
京
街

道
筋
が
淀
川
べ
り
へ
移
設
さ
れ
、
囲
郭
、
土

居
の
土
が
新
田
の
堤
や
田
の
造
成
に
再
利
用

さ
れ
た
た
め
と
し
た
。
筆
者
も
な
る
ほ
ど
と

思
う
。
底
辺
に
生
き
る
人
々
の
立
場
に
立
ち
、

人
々
の
救
済
に
務
め
た
蓮
如
が
住
民
の
た
め

洪
水
予
防
、
戦
乱
防
御
を
徹
底
し
た
の
は
あ

り
う
る
こ
と
だ
と
思
う
。

◇
山
科
本
願
寺
、
大
坂
御
坊
を
建
立

蓮
如
は
、
わ
ず
か
３
年
後
文
明
10
年

（
1
4
7
8
）、
出
口
を
出
て
、
山
城
国
山
科

郷
に
教
団
の
中
心
と
な
る
山
科
本
願
寺
を
建

立
し
た
。
山
科
は
交
通
の
要
衝
で
あ
り
、
巨

大
な
寺
内
町
を
築
く
。
さ
ら
に
明
応
５
年

（
1
4
９
6
）に
は
、
河
内
、
摂
津
の
拠
点
と

な
る
大
坂
御
坊
を
建
立
し
、
寺
内
町
と
す

る
。
大
坂
は
水
運
に
便
が
あ
り
、
洪
水
の

心
配
が
な
い
要
害
で
あ
っ
た
。
明
応
８
年

（
1
4
９
９
）山
科
に
戻
っ
た
蓮
如
は
85
歳
で

死
去
す
る
。
蓮
如
の
墓
所
は
山
科
に
設
け
ら

れ
た
。「
蓮
如
上
人
御
廟
」
が
そ
れ
だ
。

と
こ
ろ
で
光
善
寺
駅
を
東
へ
入
っ
た
高
台

に
蓮
如
の
墓（
御
廟
）が
あ
る
こ
と
を
ご
存
知

か
。
饅
頭
の
よ
う
に
丸
い
小
山
の
墓
所
で
あ

る
。
享
保
元
年（
1
7
1
6
）刊
の
「
河
内
名

所
鑑
」
所
載
の
光
善
寺
絵
図
に
寺
の
境
内

の
隅
に
「
廟
所
」
が
描
か
れ
、
享
和
元
年

（
1
8
0
1
）刊
の
「
河
内
名
所
図
会
」「
光

善
寺
」
に
も
「
廟
塔
」
が
描
か
れ
て
お
り
、

近
世
後
半
に
は
蓮
如
の
墓
所
が
光
善
寺
境
内

に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
移
転
の
時
期
は

わ
か
ら
な
い
が
、
い
つ
の
頃
か
こ
の
廟
所
が

出
口
寺
内
は
蓮
如

　
　
　
　
　
枚
方
は
子
の
実
従

宿
場
町
枚
方
を
考
え
る
会
元
会
長  

堀
家
啓
男

枚
方
あ
れ
こ
れ
編

North Notes of Historia

①蓮如の腰掛石

東
の
高
台
の
光
善
寺
墓
地
に
移
転
し
た
の
だ

ろ
う
。
蓮
如
を
慕
う
門
徒
が
多
く
、
光
善
寺

に
墓
ま
で
造
ら
れ
て
い
た
の
だ
。（
写
真
③
、

高
台
に
あ
る
蓮
如
の
墓
）

◇
寺
内
町
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

山
科
本
願
寺
は
天
文
元
年（
1
5
3
2
）兵

火
で
焼
亡
、
本
願
寺
は
大
坂
御
坊
へ
移
転
し
、

大
坂（
石
山
）本
願
寺
と
な
る
。

こ
の
頃
か
ら
、
本
願
寺
は
近
江
や
北
陸
と

の
連
絡
、
門
徒
の
掌
握
の
た
め
各
地
に
宗
主

の
一
族
を
住
職
と
す
る
寺
内
町
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
作
り
始
め
て
い
た
。

淀
川
流
域
で
も
安
全
な
御
坊
と
寺
内
町

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
必
要
性
が
高
ま
る
。

淀
川
堤
の
無
い
出
口
は
洪
水
の
危
険
が
あ

り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
役
割
を
果
た
す
た
め

に
は
、
安
全
な
地
へ
の
移
転
を
求
め
ら
れ
た
。

◇
実
従
、
枚
方
寺
内
に
入
る

淀
川
中
流
で
近
く
に
三
矢
の
津
が
あ
り
、

洪
水
の
心
配
が
な
い
高
台
で
防
御
に
適
し
た

枚
方
丘
陵
の
要
害
、
蔵
谷（
く
ら
の
た
に
）が

選
ば
れ
る
。
現
在
の
枚
方
元
町
あ
た
り
。
永

正
11
年（
1
5
1
4
）、
真
宗
九
世
実
如（
蓮

如
第
８
子
）に
よ
り
枚
方
御
坊
づ
く
り
が
進

め
ら
れ
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拠
点
と
な
る

枚
方
寺
内
の
創
設
で
あ
る
。
現
在
も
こ
の
地

に
は
寺
内
町
を
思
わ
せ
る
上
之
町（
上
町
）、

中
坂
、
蔵
の
谷（
蔵
谷
）、
御
坊
山
と
い
っ
た

地
名
が
残
り
、
古
い
道
が
そ
の
ま
ま
残
る
。

商
人
や
職
人
、
そ
の
他
の
町
衆
が
移
り
住
む
。

出
口
の
町
衆
も
移
転
し
た
か
も
わ
か
ら
な
い
。

出
口
は
純
農
村
と
な
り
近
世
へ
。
光
善
寺
は

蓮
如
ゆ
か
り
の
歴
史
あ
る
寺
と
し
て
今
日
ま

で
残
る
。

本
願
寺
の
宗
主
側
近
で
あ
っ
た
蓮
如
の

第
27
子
第
十
三
男
、
実
従（
じ
つ
じ
ゅ
う

1
4
９
8
～
1
5
6
4
）が
永
禄
２
年

（
1
5
5
９
）蓮
如
の
出
口
入
り
と
同
じ
61
歳

の
と
き
、
町
衆
の
招
き
を
受
け
入
れ
枚
方
御

坊
の
住
職
と
し
て
移
り
住
む
。
寺
名
を
順
興

寺（
じ
ゅ
ん
こ
う
じ　
実
従
の
号
）と
し
、
実

従
は
境
内
に
南
座
敷
を
建
て
、
庭
に
植
栽
を

行
い
、
堂
を
壮
麗
な
も
の
に
す
る
。
さ
ら
に

寺
内
を
守
る
た
め
堀
や
土
居
を
築
く
。
枚
方

寺
内
は
隣
接
す
る
三
矢
、
岡
と
連
携
し
商
活

動
を
営
み
繁
盛
す
る
。
そ
れ
は
さ
な
が
ら
大

坂
寺
内
町
の
縮
小
版
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
繁

栄
ぶ
り
で
あ
っ
た
と
い
う
。

◇
信
長
、
枚
方
寺
内
に
陣
取
り

元
亀
元
年（
1
5
7
0
）６
月
、
信
長
と
大

坂
本
願
寺
と
の
11
年
に
わ
た
る
石
山
合
戦
が

始
ま
る
。
８
月
20
日
、
岐
阜
を
立
っ
た
信
長

は
同
25
日
、
枚
方
寺
内
に
陣
取
る
。
こ
の
時

枚
方
寺
内
が
ど
の
よ
う
に
対
峙
し
た
の
か
全

く
不
明
。　
　

陣
取
り
か
ら
５
年
後
の
天
正
３
年

（
1
5
7
5
）、
本
願
寺
と
対
立
し
て
い
た
法

華
宗
系
の
大
隆
寺
が
、
日
承
上
人
の
隠
居
所

と
し
て
蔵
谷
に
創
建
さ
れ
る
。
こ
の
寺
の
境

内
で
行
な
わ
れ
た
平
成
14
年（
2
0
0
2
）の

発
掘
調
査
で
、
油
屋
の
蔵
の
焼
け
跡
が
見
つ

か
り
、
し
か
も
24
口
以
上
も
の
大
甕
が
意
図

的
に
破
壊
さ
れ
て
い
た
。
寺
内
町
の
町
場
の

焼
け
跡
で
あ
り
、
信
長
陣
取
り
の
と
き
順
興

寺
も
焼
き
討
ち
に
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

枚
方
御
坊
完
成
か
ら
56
年
、
信
長
の
陣
取
り

（
1
5
7
0
）が
枚
方
寺
内
の
終
焉
だ
っ
た
可

能
性
が
あ
る
。
実
従
の
死
後
、
順
興
寺
住
職

と
な
っ
て
い
た
実
従
の
子
顕
従
は
本
願
寺
に

戻
り
、
慶
長
10
年（
1
6
0
5
）ま
で
生
き
た
。

◇
順
興
寺
の
跡
地
は
不
明

願
生
坊（
が
ん
し
ょ
う
ぼ
う
）が
慶
長
９
年

（
1
6
0
4
）、
東
本
願
寺
教
如
に
よ
り
蔵
谷

の
大
隆
寺
の
向
い
に
建
立
さ
れ
る
。「
河
内

名
所
図
会
」
に
は
「
順
興
寺
の
旧
址
は
願
生

坊
の
南
壱
丁
」
と
さ
れ
て
い
る
が
跡
地
は
不

明
で
あ
る
。　

枚
方
寺
内
の
終
焉
と
と
も
に
枚
方
は
純
農

村
「
枚
方
村
」
に
戻
る
。
町
衆
は
三
矢（
村
）

へ
移
り
住
む
。
文
禄
堤
が
で
き
京
街
道
が

通
る
と
三
矢
村
と
岡
村
は
宿
泊
施
設
も
増

え
、
後
の
枚
方
宿
の
中
心
と
な
る
。
大
坂
夏

の
陣
の
後
、
公
儀
に
よ
り
４
村（
三
矢
、
岡
、

岡
新
町
、
泥
町
）が
宿
駅
枚
方
宿
と
さ
れ
る
。

枚
方
村
が
含
ま
れ
な
い
の
に
「
枚
方
宿
」
と

名
付
け
ら
れ
た
の
は
、
基
盤
に
町
衆
の
誇
り

「
枚
方
寺
内
」
の
歴
史
が
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

（
参
考　

研
究
紀
要
第
４
号
「
文
献
か
ら

み
た
枚
方
宿
成
立
前
夜
」、
同
６
号
「
枚
方

寺
内
の
甕
倉
―
―
そ
の
消
失
を
巡
っ
て
―

―
」
西
田
敏
秀
著　
枚
方
市
文
化
財
研
究
調

査
会
、
市
史
年
報
第
13
号
「
享
保
期
の
新
田

開
発
と
出
口
寺
内
町
」
馬
部
隆
弘
著
、「
郷

土
枚
方
の
歴
史
」
枚
方
市
）

◎  

光
善
寺　
出
口
２
丁
目
８

－

13　
光
善
寺

駅
下
車
、
西
北
へ
徒
歩
30
分

  

御
坊
山（
実
従
の
墓
）枚
方
元
町　
枚
方
公

園
駅
下
車
、
東
北
へ
徒
歩
15
分

③高台にある蓮如の墓

②風格ある光善寺山門



今
月
の
青
翔
で
は
、
第
43
代
北
大
阪
商
工

会
議
所
青
年
部
会
長
に
就
任
し
た
西
岡
寛
明

君
に
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
込
め
た
思
い
と
本
年
度

へ
の
意
気
込
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

広
報
：
令
和
６
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
変
化
を

創
る
。
未
来
を
変
え
る
。
紡
げ
次
代
へ
。」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
込
め
た
思
い
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

西
岡
く
ん
：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
蔓
延
が
終
息
に
近
づ
き
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

で
感
じ
て
い
た
価
値
観
と
、after

コ
ロ
ナ

で
の
価
値
観
は
、
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

５
年
後
の
企
業
存
続
率
が
10
％
程
度
と
い
わ

れ
る
時
代
の
中
、
時
代
に
即
し
た
変
化
を
す

る
企
業
が
生
き
抜
き
・
生
き
残
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
す
。
そ
れ
は
、
我
々
青
年
部

に
お
い
て
も
同
じ
で
、
変
化
を
し
続
け
な
い

と
時
代
に
取
り
残
さ
れ
ま
す
。
商
工
会
議
所

青
年
部
の
綱
領
で
は
「
次
代
へ
の
先
導
者
と

し
て
の
責
任
を
自
覚
す
る
」
と
定
め
て
い

る
の
で
、
先
導
者
と
し
て
時
代
に
取
り
残
さ

れ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
ど
ん
ど
ん
変
化
を
創
っ
て
い
き
、
未
来

に
繋
げ
る
た
め
、
未
来
を
変
え
る
た
め
に
行

動
を
し
な
い
と
、
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ

と
が
出
来
な
い
と
い
う
思
い
を
込
め
、
こ
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
作
り
ま
し
た
。

広
報
：
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
も
含
ま
れ
て
い
ま
す

が
、
所
信
表
明
の
中
に
「
変
化
」
と
い
う
表

現
を
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
意
味
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

西
岡
く
ん
：
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
を
例

に
す
る
と
、
こ
れ
は
生
物
の
変
化
の
歴
史

で
、
変
化
し
な
い
種
は
生
き
残
れ
ず
淘
汰
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今

の
時
代
に
置
き
換
え
て
も
同
じ
こ
と
が
言

え
、
こ
こ
数
年
で
変
化
の
流
れ
が
特
に
速
く

な
っ
て
お
り
、
変
わ
れ
な
い
も
の
は
淘
汰
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
様
々
な
団
体
や
会
合
が

あ
る
中
で
、
Y
E
G
は
何
を
す
る
の
か
、
な

ぜ
Y
E
G
が
存
在
す
る
の
か
を
発
信
す
る
に

あ
た
っ
て
、
我
々
も
変
化
が
必
要
で
す
。
他

の
団
体
が
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
く
中
で
、

我
々
が
取
り
残
さ
れ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
、

今
年
度
は
試
金
石
と
な
る
活
動
を
散
り
ば
め
、

青
年
部
と
し
て
の
未
来
を
変
え
て
い
く
取
り

組
み
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
青
年
部
全
体
だ

け
で
な
く
、
メ
ン
バ
ー
自
身
も
変
化
を
し
て

欲
し
い
と
い
う
思
い
を
込
め
ま
し
た
。
メ
ン

バ
ー
自
身
も
例
年
通
り
、
い
つ
も
通
り
と
い

う
思
考
停
止
に
陥
る
こ
と
な
く
、
自
ら
進
ん

で
意
思
表
示
を
し
て
欲
し
い
と
切
に
願
い
ま

す
。
ま
ず
、
メ
ン
バ
ー
一
人
一
人
が
意
識
改

革
を
す
る
こ
と
で
、
一
つ
一
つ
事
業
が
変
わ

り
、
青
年
部
全
体
の
変
化
へ
と
繋
が
り
ま
す
。

広
報
：
会
長
所
信
表
明
の
中
に
北
大
阪

Y
E
G
ブ
ラ
ン
ド
と
あ
り
ま
す
が
、
会
長
が
目

指
す
北
大
阪
Y
E
G
像
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

西
岡
く
ん
：
多
種
多
様
な
団
体
が
あ
る
中
、

自
ら
の
意
思
で
、
北
大
阪
Y
E
G
に
入
り
た

い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
会
で
あ
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
は
、
自
ら
入
り

た
い
と
い
う
文
言
に
加
え
、「
誰
一
人
取
り

残
さ
な
い
」
と
い
う
言
葉
を
入
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
帰
属
意
識
が
な
い
と
生
ま
れ
な
い
も

の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
帰
属
意
識
が
ど
の

よ
う
に
芽
生
え
る
か
を
考
え
る
と
、
自
分
た

ち
が
や
っ
て
い
る
活
動
に
ブ
ラ
ン
ド
価
値
が

あ
る
こ
と
、
メ
ン
バ
ー
自
身
が
そ
の
価
値
を

認
識
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
理

想
と
す
る
北
大
阪
Y
E
G
像
は
、
地
域
か
ら

認
知
さ
れ
て
い
る
団
体
で
あ
る
こ
と
で
す
。

た
く
さ
ん
の
団
体
が
あ
る
中
で
も
、
我
々
が

所
属
す
る
商
工
会
議
所
は
、
商
工
会
議
所
法

と
い
う
法
律
の
基
に
設
置
さ
れ
た
国
に
認
め

ら
れ
た
経
済
団
体
で
す
。
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
そ
の
部
会
で
あ
る
青
年
部
の
知
名
度
が

低
い
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。
Y
E
G
の
ブ

ラ
ン
ド
価
値
を
確
立
す
る
に
は
、
ま
ず
商
工

会
議
所
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

基
本
的
に
は
、
中
小
企
業
の
声
が
集
約
さ
れ

た
団
体
で
あ
り
、
こ
の
集
約
し
た
意
見
を
活

用
し
て
、
地
域
や
社
会
を
変
え
て
い
く
団
体

で
あ
る
こ
と
を
、
商
工
会
議
所
の
一
役
を
担

う
青
年
経
済
組
織
と
し
て
周
知
す
る
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。

広
報
：
今
年
度
は
全
国
ゴ
ル
フ
大
会
が
行
わ

れ
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
に
求
め
る
こ
と
は
。

西
岡
く
ん
：
全
国
大
会
や
全
国
会
長
研
修

会
を
経
験
し
た
各
地
の
単
会
の
話
を
聞
く

と
、
単
会
内
で
の
出
席
率
が
急
激
に
低
下
し

て
い
る
単
会
も
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
理

由
と
し
て
は
、
大
き
な
大
会
が
終
わ
り
、
目

標
が
無
く
な
っ
た
こ
と
で
、
会
の
活
動
に
一

線
を
引
い
て
し
ま
う
メ
ン
バ
ー
が
い
る
か
ら

で
す
。
令
和
４
年
度
、
北
大
阪
Y
E
G
は
日

本
Y
E
G
第
40
回
全
国
会
長
研
修
会
の
主
管

と
40
周
年
式
典
事
業
の
大
き
な
事
業
を
二
つ

実
施
し
ま
し
た
。
会
長
研
修
会
と
式
典
事
業

で
培
い
高
ま
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
放
つ
場
と

し
て
、
令
和
６
年
度
Y
E
G
全
国
ゴ
ル
フ
大

会
を
設
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
５
年
度

は
会
長
研
修
会
の
お
礼
を
行
う
期
間
と
し
て

過
ご
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
こ
の
全
国
ゴ
ル

フ
大
会
開
催
を
通
じ
て
、
改
め
て
全
国
の

Y
E
G
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
へ
御
恩
を
お
返
し

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

北
大
阪
Y
E
G
は
毎
年
多
く
の
方
に
入
会
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
大
き
な
大
会

を
経
験
し
て
い
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
ゴ
ル

フ
大
会
に
少
し
で
も
関
わ
っ
て
も
ら
い
、
多
く

の
経
験
を
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

大
き
な
大
会
を
知
ら
な
い
世
代
を
作
り
た
く

な
い
と
思
い
ま
す
。

携
わ
っ
て
い
た
だ
く
方
に
は
、
全
国
の

方
々
が
集
ま
る
ゴ
ル
フ
大
会
で
、
多
く
の
人

た
ち
と
交
流
し
、
次
の
Y
E
G
活
動
に
繋
げ

て
欲
し
い
で
す
。

広
報
：
最
後
に
会
長
の
今
年
度
の
意
気
込
み

を
お
願
い
し
ま
す
。

西
岡
く
ん
：
2
0
2
2
年
に
策
定
さ
れ
た
ビ

ジ
ョ
ン
に
も
あ
る
よ
う
に
、
自
ら
入
り
た
い

と
思
え
る
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
単
会
に

向
か
っ
て
、
少
し
で
も
変
化
を
作
っ
て
い
け

る
よ
う
に
、
そ
し
て
北
大
阪
Y
E
G
が
い
つ

ま
で
も
続
け
る
よ
う
な
事
業
・
例
会
を
作
り

上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
１
年
間
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

広
報
：
西
岡
会
長
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

西
岡
会
長
と
共
に
令
和
６
年
度
北
大
阪

Y
E
G
が
始
ま
り
ま
し
た
。
北
大
阪
Y
E
G

メ
ン
バ
ー
は
是
非
、
当
事
者
と
し
て
共
に
進

化
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
次
回
は
、
北
大
阪
商
工
会
議
所　
久
門
会

頭
と
西
岡
会
長
と
の
対
談
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。
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Young Entrepreneurs
 Group Informaition

北大阪商工会議所 青年部北大阪商工会議所 青年部

〒573-1159　枚方市車塚１丁目１番１号　輝きプラザ「きらら」６Ｆ 枚方市立地域活性化支援センター内
TEL：072-843-5163　FAX：072-841-0173　北大阪商工会議所青年部事務局　http://kitaosaka-yeg.jp/

ご興味のある方は
こちらへ　　

令和６年度スローガン

令和６年度会長　西 岡 寛 明
変化を創る。未来を変える。紡げ次代へ。

商工会議所青年部【YEG】は
次代の地域経済を担う
若手経営者の集まりです。

会員募集



◆LINEからのニュース投稿機能について！ ◆プレゼント特集（ご提供頂ける事業所）募集

LINEから手軽にニュース作成と投稿が出来ます！
ぜひ、ご活用ください！

地域ポータルサイトのプレゼントコーナー!!
プレゼント提供をいただける事業所様を
募集中。コーナーでは、屋号と事業内容を
掲載いたします。
https://hirakata.mypl.net/article/present_kitaosakaランチ、デザートなどのイチオシ特集に参加しませんか

◆イチオシ特集・掲載募集掲載無料！

枚方市産業振興キャラクター
ひこぼしくんまいぷれ通信まいぷれ通信

地域ポータルサイト

交野市産業PRキャラクター
おりひめちゃん

寝屋川市のマスコットキャラクター
はちかづきちゃん

こんな情報発信しています

会員の皆様が知っている何気ない情報、地元の人に知ってほしいとっておきの話。「まいぷれ」を使えばみんなに伝えられます。
それを知った誰かが、もっと街を好きになれるはずです。まいぷれは、地域に密着した情報をホームページでお届けしています。

まいぷれでまいぷれで
枚方市町楠葉にある「焼肉のこんげり」は、
2023年４月にオープンしました。
厳選した素材の極上の焼肉、肉本来の香り・
甘み・旨みをたっぷり堪能いただけます。
『焼肉』『おばんざい』『お酒』元和食料理人の
店主！ただの焼肉屋ではない焼肉屋！
おススメは、こんげり盛り合わせ（ヒウチ、特
撰カルビ、とうがらし、マルシン）です。
是非、召し上がってみてください。

〜 焼肉のこんげり 〜

-----北大阪商工会議所のポータルサイトを活用いただいている、感想をお聞かせください。
京阪樟葉駅から徒歩８分、くずはモール近くにOPENした黒毛和牛取扱焼肉店です。
こだわりのお酒と精肉店から仕入れた新鮮なお肉を楽しんでいただけます。
ランチのご紹介や、テイクアウト弁当、おすすめ肉などの情報を地域ポータルサイトまいぷれ
にて発信しています。
-----焼肉のこんげり代表　岡田和真様お声を聞かせていただきありがとうございました。

名　　称：焼肉のこんげり
住　　所：枚方市町楠葉１-12-６ 地下１階　　電話番号：072-807-7788
ひらかたポイント協力店

大阪大阪のの成長成長を支える、を支える、
「ものづくり」「ものづくり」・・「即戦力」「即戦力」の人財を育てる！の人財を育てる！

大阪府小規模事業経営支援事業　北大阪商工会議所・大阪府北大阪高等職業技術専門校活用事業

北大阪商工会議所では、北大阪高等職業技術専門校と連携し、製造業・建設業の従業員様の技術向上及び事務系従業員様
のスキルアップを目的とした人材育成講座を開催しております。貴社での人材育成にぜひ当講座をご活用ください。お申込は
専用ホームページからご入力ください。

上記講座の他、マシニングセンタ（プログラミング編）、工業簿記入門、等様々な講座をご用意しており、当所会員事業
所様につきましては、１事業所２名まで全て無料で受講ができますので、ぜひご応募ください。

１、中小企業の総務・経理の日常業務入門
　　令和６年５月15日（水）・５月16日（木）・５月22日（水）……………………………………………３日間
２、安全衛生と機械製図（手描き）　
　　令和６年５月27日（月）・５月28日（火）………………………………………………………………………２日間
３、工業簿記入門
　　令和６年６月５日（水）・６月６日（木）・６月12日（水）……………………………………………３日間
４、機械加工入門（フライス盤・旋盤）
　　令和６年６月10日（月）・６月11日（火）………………………………………………………………………２日間

会　場……大阪府立北大阪高等職業技術専門校
　　　　　大阪府枚方市津田山手２‒11‒40（地図等の詳細は下記大阪府のHPをご参照ください）
　　　　　http://www.pref.osaka.lg.jp/tc-kiosaka/info/access.html
参加費……会員事業所　無料・非会員事業所　おひとり10,000円
持参物……各講座により、ご用意していただくものが変わりますので、ホームページにてご確認をお願い

いたします。また受講確認書でもご案内させていただきます。

お問合わせ：北大阪商工会議所　中小企業相談所指導課まで　TEL：072‒843‒5154

（１事業所２名まで、先着順になりますので、ご了承くださいませ。）

各講座の詳細及び受講申込につきましては、
専用ホームページをご確認願います。

北大阪商工会議所ホームページのトップページからアクセスできます。

北大阪技専校活用事業技術訓練講座申込

Googleで

北大阪商工会議所

北大阪商工会議所ホームページへ入り、トップページの

をクリックしてください。

QRコードからもアクセスできます。
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肉の松阪サンプラザ店にテーブル個室が誕生

営業時間
11：00～14：30
17：00～21：00

印刷物制作の予算・部数・納期など企画の段階からご相談ください。
写真撮影・デザインから印刷・納品までトータルにサポートします。

お問い合わせ
大阪本社営業２課 ☎072-867-3436

あらゆる印刷物を
より良い“パートナーシップ”で

お客様のニーズに合わせてカタチ
4 4 4

にします。
お客様の制作意図をより深く理解し、ご満足いただけるデザインを創造します。
地域密着ならではのきめ細かな対応で高品質印刷物の短期納品をお約束します。

https://www.daicolo.co.jp
大阪本社 〒573-1132 大阪府枚方市招提田近2-8 ☎072-850-0771（代）・大阪営業部 ☎072-819-5288・営業２課 ☎072-867-3436
東京支社 〒131-0034 東京都墨田区堤通1-19-9 リバーサイド隅田セントラルタワー２階 ☎03-3619-6117 ／ 札幌支店 ☎011-738-3877
仙台支店 ☎022-792-6321 ／ 名古屋支店 ☎052-747-7510 ／ 愛媛クリエイティブラボ ／ 広島支店 ☎082-249-6911 ／ 福岡支店 ☎092-413-3888 ISO14001：2015 大阪本社・工場
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会 員 限 定
折込広告・広告掲載サービス 北大阪商工会議所北大阪商工会議所  4,000会員4,000会員ににPRPRしませんか！しませんか！
会報誌『The NORTH』は、北大阪商工会議所の皆さまをはじめ、官公庁や全国主要
商工会議所等4,000社・団体に送付しています。
会員企業の皆様に直接お届けしますので、企業・団体向けのPRに最適です。

《こんなPRはいかがですか？》
◆ 自社PR・事業内容のご案内　　◆ 新商品・新サービスのご案内
◆ 各種イベント、セミナー等のご案内　　◆ 季節商品・各種宴会プランのご案内 　など

※  なお、会報誌に同封・掲載に際しては所内での審査が必要となりますので、あらかじめご了承ください。

お申込み・お問合せは 北大阪商工会議所 総務部 総務課　
〒573-1159 枚方市車塚１-１-１　輝きプラザきらら６階　枚方市立地域活性化支援センター内
ＴＥＬ 072-843-5151　ＦＡＸ 072-841-0173

広告チラシ同封サービス 折込料金（１種類あたり）
サイズ B5 A4 B4（２つ折） A3（２つ折）

会　　員 41,800円 62,700円 83,600円 125,400円

会員以外 83,600円 104,500円 167,200円 209,000円

広告掲載サービス 広告掲載料（月額）
場所 / サイズ １ページ 1/2ページ 1/4ページ

表紙裏 44,000円

背表紙裏 38,500円

記事中 28,600円 14,300円 7,150円

世紀の予算額！ 事業再構築補助金
一緒に将来へのビジョン、事業計画、策定しませんか！
（認定経営革新等支援機関　第8号認定2013年8月15日）

枚方市尊延寺899-2

お気軽にマイクロバスを使ってみませんか？

有限会社山口バス
0120-84-3306

定期便契約承ります

〒571-0074 大阪府門真市宮前町8-9
TEL：072-881-3306　FAX：072-881-3344
E-mail：info@yamaguchi-bus.jp
http://www.yamaguchi-bus.jp

〈トヨタ〉ハイエースコミューター
定員14名 〈三菱〉ローザ（トランク付き） 定員24名

〈三菱〉ローザ 定員25名 〈三菱〉エアロミディ
定員24名

少人数での送迎や観光に… 各種送迎に… 旅行や観光に…

プレスリリースとは、報道機関に向けて情報の提供・告知・発表を行うことです。「プレス」は報道機関、「リ
リース」は提供・告知・発表を意味しています。このプランでは北大阪商工会議所がお申込みいただいた事業所の
紹介記事をライティングし、取りまとめて告知を発表することにより、公のプレスにアプローチすることができ
ます。各種報道機関の目に留まれば、テレビや新聞、ラジオなどに貴社の情報が掲載されるかもしれません。ま
た、基本メニューとして当所のウェブサイトにプレスの内容を掲載させていただきますので、自社のウェブ上の告
知としてご活用いただくこともできます。

当プランでは、同時に北大阪商工会議所の公式LINEアカウントでの広告や会報誌での広告も連動できます。残
念ながら報道機関に取り上げられなかった場合でも4,000の会員企業や北大阪の企業人2,000人の端末へダイレ
クト広告を発信することができます。この機会にぜひご活用ください！

プレスリリースサービス、LINE広告のおススメ
北大阪商工会議所

お申込みは↓までご連絡を！
詳細をご連絡させていただきます。
北大阪商工会議所 The NORTH 編集担当

TEL：072-843-5152　FAX：072-841-0173　Mail：north@kocci.or.jp※必ず報道機関に取り上げられることを保証するものではございませんのでご了承ください。

料金
　33,000円／回（税込）
頻度・締切
  　月１回、毎月15日締め切り、
　毎月１日発信

プラン④

プレス
リリース

North Web
サイト掲載

ウェブ上に告知のベースを
掲載したい方におススメ！

料金
　33,000円／回（税込）
頻度・締切
　月１回、毎月15日締め切り、
　毎月１日発信

プラン⑤

LINE
広告

North Web
サイト掲載

低コストで迅速なBtoB
広告をご希望の方におススメ！

料金
　99,000円／回（税込）
頻度・締切
　月１回、毎月15日締め切り、
　毎月１日発信

プラン①

プレス
リリース

LINE
広告

North Web
サイト掲載

会報チラシ
折込

おススメ！
29,700円お得！

料金
　88,000円／回（税込）
頻度・締切
  　月１回、毎月15日締め切り、
　毎月１日発信

プラン②
プレス

リリース
LINE
広告

North Web
サイト掲載

会報誌
広告※

おススメ！
22,000円お得！

※表２もしくは表３、枠に空きがある月のみ可能

料金
　55,000円／回（税込）
頻度・締切
  　月１回、毎月15日締め切り、
　毎月１日発信

プラン③

プレス
リリース

LINE
広告

North Web
サイト掲載

おススメ！
11,000円お得！

会員事業所限定!!
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Trivia

令和６年５月号
発行所／北大阪商工会議所

〒573-1159 枚方市車塚１丁目１-１ 輝きプラザ「きらら」６Ｆ 枚方市立地域活性化支援センター内
TEL：072-843-5151　FAX：072-841-0173　Mail：north＠kocci.or.jp

TheNORTH

地域の統計

新規求人倍率

1.9
2.1
2.3

1.7
1.5
1.3
1.1
0.9
0.7

管内

大阪

全国

1.46

2.59

2.26

2.5
2.7
2.9
3.1

２月R6.１月12月11月10月９月
管内については原数値、大阪・全国については季節調整値

有効求人倍率

1.0

1.2
1.4

0.8

0.6

0.4

全国
大阪

管内 0.72

1.22
1.261.41.4

1.6

1.8

2.0

R6.１月12月11月10月９月 ２月

※住民基本台帳法改正により、総人口を表記しています。人口（２月末人口）

20万

10万

総人口 世帯数男 女

寝屋川市225,483

108,654 116,829 112,716

10万

5万

総人口 世帯数男 女

交 野 市

77,206

37,120 40,086
34,085

40万

30万

20万

10万

総人口 世帯数男 女

枚 方 市393,800

188,435 205,365
186,064

2024年３月16日～３月22日㈱野村呼文堂　TEL.072-843-0221
ビジネス書ランキングビジネス書ランキングRanking

1 位　日本保守党 百 田 尚 樹 著(飛鳥新社¥1,650)

2 位　ネトゲ戦記 暇 空 　 茜 著(KADOKAWA¥1,650)

3 位　言語の本質 今井むつみ 著(中央公論新社¥1,056)

4 位　わが投資術 清 原 達 郎 著(講談社¥1,980)

5 位　メンタル脳 アンデシュ・ハンセン著(新潮社¥1,100)


